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スタンドアローン編



はじめに

 本資料の目的
– 『MICRO CADAM Helix 実践操作解説書 ファンクション＜出力＞（基礎設定：スタンドアローン

編）』の知識を前提に、RPD Standaloneを使用した種々の出力設定方法を解説した資料です。

 前提条件
– Windows版MC Helix 20xxの環境であること。
– MC V3, V4関連の記述は含まれません。
– MICRO CADAM RPD Standaloneがインストールされている環境であること。
– 画面イメージはWindows 7ですが、他のWindows OSでも同じ手順です。

 留意事項
– 各設定におけるパラメーター、キーワードの詳細については、以下のマニュアル類をご参照くださ

い。
 管理・運用解説書
 ラスター・プロッター・ドライバー解説書

– 解説中下記の設定値はあくまでも設定例ですので、下記のパラメーターについてはセットアップす
る環境に応じて読み替えてください。
 「RPD環境設定ユーティリティーの設定」でのPLT1～5、COM1～5及びMCRPD1～5.SYSの

番号の部分
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当資料の内容は、2015年6月時点（MICRO CADAM Helix 2015R3）の機能をベースに記述しております。
また、OSはWindows7です。
今後の機能改善・追加によっては記述内容が変更される場合があります。
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第一章 カラー出力設定例



1. カラー出力設定のポイント

1. カラー・モードの場合、出力パラメーター・ファイルに以下の指定が必要です。
– 設定ダイアログの場合

1. ファンクション＜出力＞【出力装置】で出力を行う装置を選択
2. 【パラメータ】で表示されるダイアログ・ボックスの［出力パラメーター］を選択
3. ［プロッター］シートの［ペンの指定方法］で「カラー」を選択
4. ［色情報を付加する］を選択

– テキストファイル(～.PRM）編集の場合
• CLM = 1  ：カラー・モードにする
• ECL = ON：カラー・テーブル情報を出力する（ラスター・プロッターに対して有効）

2. カラー・モードの指定（CLM = 1）により、参照する「線の太さごとに使用するペン番号」の指定が変
わります。
– 設定ダイアログの場合

1. ファンクション＜出力＞【出力装置】で出力を行う装置を選択
2. 【パラメータ】で表示されるダイアログ・ボックスの［出力パラメーター］を選択
3. ［プロッター］シートの［ペン制御］→［カラー］で線幅（太線、中線、細線）及び注記の「色番号」と

「ペン番号」を選択
– テキストファイル（～.PRM）編集の場合

（設定例）
• PCC1 = 1,2,3,4,5,6,7,8,8,8,8,8： カラー・モードでの太線の色番号ごとに使用するペン番号を指定
• PCC2 = 1,2,3,4,5,6,7,8,8,8,8,8： カラー・モードでの中線の色番号ごとに使用するペン番号を指定
• PCC3 = 1,2,3,4,5,6,7,8,8,8,8,8： カラー・モードでの細線の色番号ごとに使用するペン番号を指定
• PCC4 = 1,2,3,4,5,6,7,8,8,8,8,8： カラー・モードでの注記の色番号ごとに使用するペン番号を指定
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3. RPD環境設定ファイル「MCRPDn.SYS」に以下の指定が必要です。
– 設定ダイアログの場合

1. 「RPD環境設定ユーティリティー」で「MCRPDn.SYS」を選択
2. ［処理方法］シートの［カラーの出力方法］→［出力方式］で、「テーブル参照方式」,「3原色算定方式」,       

「色を線幅に変換する」のいずれかを選択
3. 手順2. で「テーブル参照方式」を選択した場合、［色出力データ定義ファイルのパスとファイル名］で「参照」

ボタンを選択してファイル名を選択
– テキストファイル(MCRPDn.SYS)編集の場合

（設定例）
• RPCTYPE = 0 0：カラー出力の際、個々の色を”テーブル参照方式”で指定

1：カラー出力の際、個々の色を”３原色算定方式”で指定
2：カラー出力の際、個々の色を”色を線幅に変換する”で指定

• RPCTBL = 0 カラー出力で使用する出力色データ定義ファイルをパスで指定
（「RPCTYPE=0」の場合のみ有効です）

4. GDI出力の場合
– GDI対応プリンター出力モジュール（MCPRTW.EXE）ではカラー出力はできないため、MCRPD.EXEが必要となります。
– Windowsのプリンター機能を使用しますので、出力方式は印刷キュー経由の出力(スプール)のみになります。
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プロッターに出力する色を決定する方法は下記の2種類がありますが、プロッターによって異なります。
・テーブル参照方式
・3原色算定方式

詳細については、「第六章 2. カラー出力で使用する色の定義方法」をご参照ください。



2. カラー出力設定

1. （システム区画）:¥:MCADAMフォルダ内の「MCVOD.TBL」ファ
イルを、テキスト・エディタで開く

2. 以下の4つのキーワードを設定する
– DEV：出力装置の名称（任意）を半角英数8文字以内で指定

（例） PLOT01
– PRM：適用する出力パラメーター・ファイルのパスとファイル

名を指定
（例） C:¥MCADAM¥PENPLT1.PRM

– CLS：”PEN”または”PRN”を指定

– COM：プロッター名など出力装置についてのコメントを指定
（例）“カラー出力”

3. ファイルを保存→閉じる
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デフォルトでインストールされているサンプルファイルで
は、このキーワード「PRM」の先頭に「*」（コメントア
ウト）が付いていますので削除してください。

RPDを使用する場合は必ず”PEN”を指定します。

仮想出力装置テーブル「MCVOD.TBL」の設定

二重引用符号で囲って半角英数換算で40文字以内で指定し
てください（2バイト文字使用）。

・最大256台の出力装置の設定が可能です。
・仮想出力装置を追加するには、上記4つのキーワードをコピ
ーして追加してください。



1. 「MCVOD.TBL」のキーワード「PRM」で指定した出力パラメー
ター・ファイル（例：PENPLT1.PRM）をMCADAMフォルダに作成

2. MC Helixの＜出力 (PLOT)＞【パラメータ (PARM)】で“出力装置”
ダイアログを開く

3. 「MCVOD.TBL」のキーワード「DEV」で指定した出力装置名
“PLOT01” をSEL

4. ［出力パラメーター］ をSEL
5. 「共通」シート→「出力装置」の“PLT1”をSEL
6. 「プロット・ファイルの作成場所」にプロット・ファイル（～.OFI）

の格納場所を指定する
（例）C:¥MCADAM

7. 「プロット・サーバーを使って出力する」のチェックを外す
8. ［プロッター］シート→［ペンの指定方法］で“カラー”をSEL
9. ［色情報を付加する］にチェックを付ける
10. ［OK］をSEL
11. ［出力パラメータの保存］をSEL
12. ［OK］で保存
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サンプルファイルをコピーすると便利です。
PRMのサンプルファイルはMC導入ディレクトリー内
（例：C:¥mchelix¥HDD）の「SAMPLE」フォルダ内にあ
ります。

出力パラメーター・ファイル「～.PRM」の設定



1. 「RPD環境設定ユーティリティー」を起動
2. 「ファイル」→「MCHC5.SYS」→MCADAMフォルダー内の

「MCHC5.SYS」をSEL
3. ［MCHC5.SYS］ボタン→［RPD関連］シート→［プロッター］で

“PLT1”をSEL
4. ［ポート］を指定

5. ［パスとドライバー名］でmcrpd.exeのパスを指定
（例：C:¥mchelix¥rpd¥mcrpd.exe）
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指定されたポート番号により、参照するRPD環境設定ファイ
ル名が決定されます。
「COM1」を指定した場合、「MCRPD1.SYS」を参照します。

ハードコピー環境設定ファイル「MCHC5.SYS」の設定

この例では“COM1”を指定します。



1. 新しいプロッターに使用する「MCRPDn.SYS」を¥MCADAMフォル
ダ内に作成

2. 「RPD環境設定ユーティリティー」のメニュー・バー［ファイル］
→「MCRPDn.SYSを開く」をSEL
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「MCRPDn.SYS」の”n”は「MCHC5.SYS」のキーワード
「PLT」で指定されたポート番号「COMn」と同じ番号で
作成してください。
（例）

ポート番号がCOM1の場合： MCRPD1.SYS
ポート番号がCOM2の場合： MCRPD2.SYS
ポート番号がCOM3の場合： MCRPD3.SYS
ポート番号がCOM4の場合： MCRPD4.SYS
ポート番号がCOM5の場合： MCRPD5.SYS

MCADAMフォルダ内の「MCRPD.SYS」をコピーして使用
すると便利です。

RPD環境設定ファイル「MCRPDn.SYS」の設定

ここでは“MCRPD1.SYS”を作成します。

上記で準備した「MCRPD1.SYS」を開きます。



3. ［MCRPD.SYS］ボタン→［出力方式］シート→［コマンドの制御］
→［使用するコマンドの種類］で出力コマンドをSEL

4. 「出力の制御」で、選択した出力コマンドに対応した「出力方式」
と「出力先」を指定
（例）ファイル出力、C:¥MCADAM

5. ［処理方法］シート→［カラーの出力方法］→［出力方式］が
“テーブル参照方式” を指定した場合、［色出力データ定義ファイル
のパスとファイル名］も指定

6. ［ファイル］→［アプリケーションの終了］で編集した
「MCRPD1.SYS」と「MCHC5.SYS」を保存→閉じる
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［使用するコマンドの種類］に「CGM」及び「GDI」以外
を指定した場合は、色の定義方法の指定が必要です。
詳細は、「第六章 2. カラー出力で使用する色の定義方法」
をご参照ください。

「 出力方式」と「出力先」の設定については、「第六章 3.
出力コマンドと出力方式の関係」および「第六章 4.出力方
式の設定例（3. の解説）」をご参照ください。

カラー出力の場合、全ての出力コマンドが選択可能です。
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第二章 長尺出力設定例



1.長尺出力設定のポイント

1. 長尺の定義
– たとえばA1長尺図面と判断する条件は、プロット・データの短い方がA1サイズの高さの キーワード「RPSIZE1」で

指定した高さ以下であり、長い方がA1サイズの幅のキーワード 「RPSIZE1」で指定した幅以上である場合です。
つまり、高さはA1で、幅がA1サイズを超えるようなプロット・データをA1長尺図面とします。

2. 長尺出力設定例
– A1プロッターに対してRPDから長尺出力をする場合、「MCRPDn.SYS」のパラメータの 次の4つの全てを満たせば

正しく長尺出力されます。
1．RPSIZE0 の指定が無く、RPSIZE1 が最大有効作画範囲となっている
2．RPSIZE1 で設定された短辺の長さ ≧ プロット・データの短辺の長さ
3．RPSIZE1 で設定された長辺の長さ ≦ プロット・データの長辺の長さ
4．RPLMAX で設定された長尺図面の最大プロット長 ≧ プロット・データの長辺の長さ
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• 長尺出力は、 A1 サイズ以上のプロッターに限られ、「MCRPDn.SYS」でキーワード「RPSIZE0=（A0サイズの
指定）」またはキーワード「RPSIZE1= （A1 サイズの指定）」で用紙サイズを指定する必要があります。

• 長尺図面の最大長は、プロッター自体でも設定されています。
実際に採用される値は、長尺図面の長さキーワード「RPLMAX」とプロッター自体で設定された長尺図面の最大長
の短 いほうが採用されます。
したがって、長尺図面の長さキーワード「RPLMAX」の値を大きくしても途中で切れてしまう場合は、プロッター
側で設定されている値を確認していただく必要があります。

• 長尺出力は、 プロッターの機種によって制約があります。 最大長の制限、設定方法については､使用するプロッ
ターの説明書を参照してください。

GDI出力時は、長尺図面の印刷ができません。



2. 長尺出力設定

1. （システム区画）:¥:MCADAMフォルダ内の「MCVOD.TBL」ファ
イルを、テキスト・エディタで開く

2. 以下の4つのキーワードを設定する
– DEV：出力装置の名称（任意）を半角英数8文字以内で指定

（例） PLOT02
– PRM：適用する出力パラメーター・ファイルのパスとファイル

名を指定
（例） C:¥MCADAM¥PENPLT2.PRM

– CLS：”PEN”または”PRN”を指定

– COM：プロッター名など出力装置についてのコメントを指定
（例）“長尺出力”

3. ファイルを保存→閉じる
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デフォルトでインストールされているサンプルファイルで
は、このキーワード「PRM」の先頭に「*」（コメントア
ウト）が付いていますので削除してください。

仮想出力装置テーブル「MCVOD.TBL」の設定

RPDを使用する場合は必ず”PEN”を指定します。

二重引用符号で囲って半角英数換算で40文字以内で指定し
てください（2バイト文字使用）。

・最大256台の出力装置の設定が可能です。
・仮想出力装置を追加するには、上記4つのキーワードをコ
ピーして追加してください。



1. 「MCVOD.TBL」のキーワード「PRM」で指定した出力パラメーター
・ファイル（例：PENPLT2.PRM）をMCADAMフォルダに作成

2. MC Helixの＜出力 (PLOT)＞【パラメータ (PARM)】で“出力装置”
ダイアログを開く

3. 「MCVOD.TBL」のキーワード「DEV」で指定した出力装置名
“PLOT02” をSEL

4. ［出力パラメーター］ をSEL
5. 「共通」シート→「出力装置」の“PLT2”をSEL
6. 「プロット・ファイルの作成場所」にプロット・ファイル（～.OFI）

の格納場所を指定
（例）C:¥MCADAM

7. 「プロット・サーバーを使って出力する」にチェックを外す
8. ［OK］をSEL
9. ［出力パラメータの保存］をSEL
10.［OK］で保存
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サンプルファイルをコピーすると便利です。
PRMのサンプルファイルはMC導入ディレクトリー内
（例：C:¥mchelix¥HDD）の「SAMPLE」フォルダ内にあ
ります。

出力パラメーター・ファイル「～.PRM」の設定



1. 「RPD環境設定ユーティリティー」を起動
2. 「ファイル」→「MCHC5.SYS」→MCADAMフォルダー内の

「MCHC5.SYS」をSEL
3. ［MCHC5.SYS］ボタン→［RPD関連］シート→［プロッター］で

“PLT2”をSEL
4. ［ポート］を指定

5. ［パスとドライバー名］でmcrpd.exeのパスを指定
（例：C:¥mchelix¥rpd¥mcrpd.exe）

17

指定されたポート番号により、参照するRPD環境設定ファイ
ル名が決定されます。
「COM2」を指定した場合、「MCRPD2.SYS」を参照します。

ハードコピー環境設定ファイル「MCHC5.SYS」の設定

この例では“COM2”を指定します。



1. 新しいプロッターに使用する「MCRPDn.SYS」をMCADAMフォル
ダ内に作成

2. 「RPD環境設定ユーティリティー」のメニュー・バー［ファイル］
→「MCRPDn.SYSを開く」をSEL
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「MCRPDn.SYS」の”n”は「MCHC5.SYS」のキーワード
「PLT」で指定されたポート番号「COMn」と同じ番号で
作成してください。
（例）

ポート番号がCOM1の場合： MCRPD1.SYS
ポート番号がCOM2の場合： MCRPD2.SYS
ポート番号がCOM3の場合： MCRPD3.SYS
ポート番号がCOM4の場合： MCRPD4.SYS
ポート番号がCOM5の場合： MCRPD5.SYS

MCADAMフォルダ内の「MCRPD.SYS」をコピーして使用
すると便利です。

RPD環境設定ファイル「MCRPDn.SYS」の設定

ここでは“MCRPD2.SYS”を作成します。

上記で準備した「MCRPD2.SYS」を開きます。



3. ［MCRPD.SYS］ボタン→［出力方式］シート→［コマンドの制御］
→［使用するコマンドの種類］で出力コマンドをSEL

4. 「出力の制御」で、選択した出力コマンドに対応した「出力方式」
と「出力先」を指定

（例）スプール、C:¥MCADAM

5. ［出力装置］シート→［有効作画範囲］→［長尺図面の最大値］→
最大値を入力

6. 設定終了後、［ファイル］→［アプリケーションの終了］で編集し
た「MCRPD2.SYS」と「MCHC5.SYS」を保存→閉じる
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長尺プロッター出力では、GDI以外の出力コマンドが選択
可能です。

「出力方式」と「出力先」の設定については、「第六章 3.
出力コマンドと出力方式の関係」および「第六章 4.出力方
式の設定例（3. の解説）」をご参照ください。
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第三章 縮小出力設定例



1. 縮小出力設定のポイント

1. 出力データサイズにかかわらずA4サイズの用紙に出力する場合
以下の設定により、出力データサイズがA4サイズを超えていても、A4サイズの用紙に縮小して出力することができ
ます。

– 設定ダイアログの場合
「RPD環境設定ユーティリティー」で「MCRPDn.SYS」を開き、［出力装置］シートの［有効
作画範囲］で以下の設定をします。
（設定例）

A0サイズ ：チェックを外す
A1サイズ ：チェックを外す
A2サイズ ：チェックを外す
A3サイズ ：チェックを外す
A4サイズ ：チェックを付け、X=297 Y=210 用紙方向=0度 と入力

– テキストファイル(MCRPDn.SYS）編集の場合
（設定例）

RPSIZE0 = ：指定を無効化する
RPSIZE1 = ：指定を無効化する
RPSIZE2 = ：指定を無効化する
RPSIZE3 = ：指定を無効化する
RPSIZE4 = 297,210,A ：A4サイズの値を設定する
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2. 実際の設定例
以下のように設定した場合の動きを図で解説します。

– MCRPDn.SYS
RPSIZE2＝594,420,A （･･･A2サイズは、594×420に設定。用紙方向は0度。）
RPSIZE3＝420,297,B （･･･A3サイズは、420×297に設定。用紙方向は90度。）
RPSIZE4＝297,210,A （･･･A4サイズは、297×210に設定。用紙方向は0度。）

– 出力パラメーター・ファイル
SCL=2 （作画領域に収まるようにスケールをかける）

– プロット・データ
600,420

22

A2サイズで出力

次のRPSIZE3とプロット・データを比較

最小のRPSIZE4とプロット・データを比較

A2サイズで収まるようにスケールをかけて出力！

最大のRPSIZE2とプロット・データを比較

A3サイズで出力

A4サイズで出力プロット・データ
＞RPSIZE4

プロット・データ
＞RPSIZE3

プロット・データ
＞RPSIZE2

YES

YES

YES

NO

NO

NO



2. 縮小出力設定

1. （システム区画）:¥:MCADAMフォルダ内の「MCVOD.TBL」ファ
イルを、テキスト・エディタで開く

2. 以下の4つのキーワードを設定する
– DEV：出力装置の名称（任意）を半角英数8文字以内で指定

（例） PLOT03
– PRM：適用する出力パラメーター・ファイルのパスとファイル

名を指定
（例） C:¥MCADAM¥PENPLT3.PRM

– CLS
”PEN”または”PRN”を指定します。

– COM
プロッター名など出力装置についてのコメントを指定
（例）“縮小印刷”

3. ファイルを保存→閉じる

23

デフォルトでインストールされているサンプルファイルで
は、このキーワード「PRM」の先頭に「*」（コメントア
ウト）が付いていますので削除してください。

仮想出力装置テーブル「MCVOD.TBL」の設定

RPDを使用する場合は必ず”PEN”を指定します。

二重引用符号で囲って半角英数換算で40文字以内で指定し
ます（2バイト文字使用可能）。

・最大256台の出力装置の設定が可能です。
・仮想出力装置を追加するには、上記4つのキーワードをコ
ピーして追加してください。



1. 「MCVOD.TBL」のキーワード「PRM」で指定した出力パラメーター
・ファイル （例：PENPLT3.PRM）をMCADAMフォルダに作成

2. MC Helixの＜出力 (PLOT)＞【パラメータ (PARM)】で“出力装置”
ダイアログを開く

3. 「MCVOD.TBL」のキーワード「DEV」で指定した出力装置名
“PLOT03” をSEL

4. ［出力パラメーター］ をSEL
5. 「共通」シート→「出力装置」の“PLT3”をSEL
6. 「共通」シート→［出力範囲の調整］→“調整しない” をSEL
7. 「プロット・ファイルの作成場所」にプロット・ファイル（～.OFI）

の格納場所を指定
（例）C:¥MCADAM

8. 「プロット・サーバーを使って出力する」のチェックを外す
9. ［OK］をSEL
10. ［出力パラメータの保存］をSEL
11. ［OK］で保存
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サンプルファイルをコピーすると便利です。
PRMのサンプルファイルはMC導入ディレクトリー内
（例：C:¥mchelix¥HDD）の「SAMPLE」フォルダ内にあ
ります。

出力パラメーター・ファイル「～.PRM」の設定



1. 「RPD環境設定ユーティリティー」を起動
2. 「ファイル」→「MCHC5.SYS」→MCADAMフォルダー内の

「MCHC5.SYS」をSEL
3. ［MCHC5.SYS］ボタン→［RPD関連］シート→［プロッター］で

“PLT3”をSEL
4. ［ポート］を指定

5. ［パスとドライバー名］でmcrpd.exeのパスを指定
（例：C:¥mchelix¥rpd¥mcrpd.exe）
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指定されたポート番号により、参照するRPD環境設定ファイ
ル名が決定されます。
「COM3」を指定した場合、「MCRPD3.SYS」を参照します。

ハードコピー環境設定ファイル「MCHC5.SYS」の設定

この例では“COM3”を指定します。



1. 新しいプロッターに使用する「MCRPDn.SYS」をMCADAMフォルダ
内に作成

2. 「RPD環境設定ユーティリティー」のメニュー・バー［ファイル］→
「MCRPDn.SYSを開く」をSEL
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「MCRPDn.SYS」の”n”は「MCHC5.SYS」のキーワード
「PLT」で指定されたポート番号「COMn」と同じ番号で
作成してください。
（例）

ポート番号がCOM1の場合： MCRPD1.SYS
ポート番号がCOM2の場合： MCRPD2.SYS
ポート番号がCOM3の場合： MCRPD3.SYS
ポート番号がCOM4の場合： MCRPD4.SYS
ポート番号がCOM5の場合： MCRPD5.SYS

MCADAMフォルダ内の「MCRPD.SYS」をコピーして使用
すると便利です。

RPD環境設定ファイル「MCRPDn.SYS」の設定

ここでは“MCRPD3.SYS”を作成します。

上記で準備した「MCRPD3.SYS」を開きます。



3. ［MCRPD.SYS］ボタン→［出力方式］シート→［コマンドの制御］
→［使用するコマンドの種類］で出力コマンドをSEL

4. 「出力の制御」で、選択した出力コマンドに対応した「出力方式」
と「出力先」を指定

（例）スプール、C:¥MCADAM

5. ［出力装置］シート→［有効作画範囲］→“A4サイズ”のみ設定
6. ［ファイル］→［アプリケーションの終了］で編集した

「MCRPD3.SYS」と「MCHC5.SYS」を保存→閉じる

27

「出力方式」と「出力先」の設定については、「第六章 3.
出力コマンドと出力方式の関係」および「第六章 4.出力方
式の設定例（3. の解説）」をご参照ください。

縮小印刷の場合、全ての出力コマンドが選択可能です。
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第四章 イメージ付き図面の出力設定例



1. イメージ付き図面の出力設定のポイント

1. RPDを使ってイメージ・データを出力する場合、「D-SCAN」、「HP-GL/2+RTL」のプロッター言
語を使用できます。また、「GDI」での出力も可能です。

2. それぞれに対するイメージ・データの形式は以下の通りですので、出力する際はイメージ・データや
プロッター言語が対応しているかをご確認ください。
– 「 D-SCAN」の場合

• G4形式のイメージ・データ（モノクロのみ）
– 「HP-GL/2+RTL」、「GDI」の場合

• 「Packed Bits」形式のイメージ・データ
• 「G4」形式のイメージ・データ（モノクロのみ）

3. イメージ出力の場合、出力パラメーター・ファイルに以下の指定が必要です。
– 設定ダイアログの場合

1. ファンクション＜出力＞【出力装置】で出力を行う装置を選択
2. 【パラメータ】で表示されるダイアログ・ボックスの［出力パラメーター］を選択
3. ［プロッター］シートの［イメージ・データを出力する］を選択
4. ［イメージ・データの圧縮方法］で「G4」または「Packed Bits」を選択

– テキストファイル(～.PRM）編集の場合
（設定例）
• RST = ON ：イメージ・データを出力する
• IMGCMP = G4 ：イメージ・データを “PackBits” または “G4” 形式で出力する
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「Packed Bits」、「G4」については「第六章 6. 用語解説」をご参照ください。

以下の条件における図面の回転では、イメージ・データだけが回転できないまま出力されますのでご注意ください。
・プロット・データに角度が付いている場合
・プロッター側で用紙に角度（回転）の設定がされている、またはネスティング機能を利用する場合



2. イメージ付き図面の出力設定

1. （システム区画）:¥:MCADAMフォルダ内の「MCVOD.TBL」ファ
イルを、テキスト・エディタで開く

2. 以下の4つのキーワードを設定する
– DEV：出力装置の名称（任意）を半角英数8文字以内で指定

（例） PLOT04
– PRM：適用する出力パラメーター・ファイルのパスとファイル名

を指定
（例） C:¥MCADAM¥PENPLT4.PRM

– CLS
”PEN”または”PRN”を指定します。

– COM
プロッター名など出力装置についてのコメントを指定
（例）“イメージ出力”

3. ファイルを保存→閉じる
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デフォルトでインストールされているサンプルファイルで
は、このキーワード「PRM」の先頭に「*」（コメントア
ウト）が付いていますので削除してください。

仮想出力装置テーブル「MCVOD.TBL」の設定

RPDを使用する場合は必ず”PEN”を指定します。

二重引用符号で囲って半角英数換算で40文字以内で指定し
ます（2バイト文字使用可能）。

・最大256台の出力装置の設定が可能です。
・仮想出力装置を追加するには、上記4つのキーワードをコ
ピーして追加してください。



1. 「MCVOD.TBL」のキーワード「PRM」で指定した出力パラメーター
・ファイル（例：PENPLT4.PRM）をMCADAMフォルダに作成

2. MC Helixの＜出力 (PLOT)＞【パラメータ (PARM)】で“出力装置”
ダイアログを開く

3. 「MCVOD.TBL」のキーワード「DEV」で指定した出力装置名
“PLOT04” をSEL

4. ［出力パラメーター］ をSEL
5. 「共通」シート→「出力装置」の“PLT4”をSEL
6. 「プロット・ファイルの作成場所」にプロット・ファイル（～.OFI）

の格納場所を指定
（例）C:¥MCADAM

7. 「プロット・サーバーを使って出力する」のチェックを外す
8. ［プロッター］シート→［イメージ・データを出力する］にチェック

を付ける
9. ［イメージ・データの圧縮方法］でイメージ・データを出力するとき

の圧縮形式を指定

10. ［OK］をSEL
11. ［出力パラメータの保存］をSEL
12. ［OK］で保存
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サンプルファイルをコピーすると便利です。
PRMのサンプルファイルはMC導入ディレクトリー内
（例：C:¥mchelix¥HDD）の「SAMPLE」フォルダ内にあ
ります。

出力パラメーター・ファイル「～.PRM」の設定

“G4” または“Pack Bits”を選択します。



1. 「RPD環境設定ユーティリティー」を起動
2. 「ファイル」→「MCHC5.SYS」→MCADAMフォルダー内の

「MCHC5.SYS」をSEL
3. ［MCHC5.SYS］ボタン→［RPD関連］シート→［プロッター］で

“PLT4”をSEL
4. ［ポート］を指定

5. ［パスとドライバー名］でmcrpd.exeのパスを指定
（例：C:¥mchelix¥rpd¥mcrpd.exe）
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指定されたポート番号により、参照するRPD環境設定ファイル
名が決定されます。
「COM4」を指定した場合、「MCRPD4.SYS」を参照します。

ハードコピー環境設定ファイル「MCHC5.SYS」の設定

この例では“COM4”を指定します。



1. 新しいプロッターに使用する「MCRPDn.SYS」を￥MCADAMフォル
ダ内に作成

2. 「RPD環境設定ユーティリティー」のメニュー・バー［ファイル］
→「MCRPDn.SYSを開く」をSEL
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「MCRPDn.SYS」の”n”は「MCHC5.SYS」のキーワード
「PLT」で指定されたポート番号「COMn」と同じ番号で
作成してください。
（例）

ポート番号がCOM1の場合： MCRPD1.SYS
ポート番号がCOM2の場合： MCRPD2.SYS
ポート番号がCOM3の場合： MCRPD3.SYS
ポート番号がCOM4の場合： MCRPD4.SYS
ポート番号がCOM5の場合： MCRPD5.SYS

MCADAMフォルダ内の「MCRPD.SYS」をコピーして使用
すると便利です。

RPD環境設定ファイル「MCRPDn.SYS」の設定

ここでは“MCRPD4.SYS”を作成します。

上記で準備した「MCRPD4.SYS」を開きます。



3. ［MCRPD.SYS］ボタン→［出力方式］シート→［コマンドの制御］
→［使用するコマンドの種類］で出力コマンドをSEL

（例）D-SCAN →G4
HP-GL/2+RTL →G4またはPacked Bits
GDI →G4またはPacked Bits

4. 「出力の制御」で、選択した出力コマンドに対応した「出力方式」
と「出力先」を指定

（例）スプール、C:¥MCADAM

5. ［ファイル］→［アプリケーションの終了］で、編集した
「MCRPD4.SYS」と「MCHC5.SYS」を保存→閉じる
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「出力方式」と「出力先」の設定については、「第六章 3.
出力コマンドと出力方式の関係」および「第六章 4.出力方
式の設定例（3. の解説）」をご参照ください。
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第五章 アウトラインフォントでの出力設定例



1. アウトラインフォント を使用した出力設定のポイント

1. 出力パラメーター・ファイル（～.PRM）に以下の指定が必要です。
– 設定ダイアログの場合

1. ファンクション＜出力＞【出力装置】で出力を行う装置を選択
2. 【パラメータ】で表示されるダイアログ・ボックスの［出力パラメーター］を選択
3. ［プロッター］シートの［フォントの種類］で「コード2」を選択

– テキストファイル(～.PRM)編集の場合
• PFT=3 ：文字はすべてコードで出力する

2. RPD環境設定ファイル「MCRPDn.SYS」に以下の指定が必要です。
– 設定ダイアログの場合

1. 「RPD環境設定ユーティリティー」で「MCRPDn.SYS」を選択
2. ［文字］シートの［アウトライン・フォント集］で以下を指定
（設定例）

使用する書体 ：“明朝体”、“角ゴシック体”、“丸ゴシック体”のいづれかを選択
フォント・ファイル・パス ：アウトラインフォントを導入した場所

– テキストファイル(MCRPDn.SYS)編集の場合
（設定例）
• FONTMC=0 ：0=明朝体、1=角ゴシック体、2=丸ゴシック体
• FONTDRV=C:¥FONTS ：アウトラインフォントを導入した場所のパス
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3. 出力を実行するマシンの出力用環境設定ファイル「MCHCn.SYS」で指定されている場所に、漢字フ
ォント・ファイルが導入されている必要があります。
（注）プロット・サーバー経由で出力する場合は、プロット・サーバーが稼動しているマシンに導入されている必要
があります。

– 設定ダイアログの場合
1. 「環境設定ユーティリティー」で「MCHC5.SYS」を選択
2. ［ファイル］シートの「パスとファイル名」の「漢字フォント・ファイル」で、漢字フォント・ファイルの

種別、およびパスとファイル名を指定
（設定例） ベクター・フォント（$VSSKJ16.FNT）を使用している場合

VSS C:¥MCADAM¥$VSSKJ16.FNT
– テキストファイル(MCHC5.SYS)編集の場合

（設定例）
• KJFNT = VSS,C:¥MCADAM¥$VSSKJ16.FNT
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2. アウトラインフォントを使用して出力

1. （システム区画）:¥:MCADAMフォルダ内の「MCVOD.TBL」ファ
イルを、テキスト・エディタで開く

2. 以下の4つのキーワードを設定する
– DEV：出力装置の名称（任意）を半角英数8文字以内で指定

（例） PLOT05
– PRM：適用する出力パラメーター・ファイルのパスとファイ

ル名を指定
（例） C:¥MCADAM¥PENPLT5.PRM

– CLS
”PEN”または”PRN”を指定します。

– COM
プロッター名など出力装置についてのコメントを指定
（例）“FONTS出力”

3. ファイルを保存→閉じる
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デフォルトでインストールされているサンプルファイルで
は、このキーワード「PRM」の先頭に「*」（コメントア
ウト）が付いていますので削除してください。

仮想出力装置テーブル「MCVOD.TBL」の設定

RPDを使用する場合は必ず”PEN”を指定します。

二重引用符号で囲って半角英数換算で40文字以内で指定し
ます（2バイト文字使用可能）。

・最大256台の出力装置の設定が可能です。
・仮想出力装置を追加するには、上記4つのキーワードをコ
ピーして追加してください。



1. 「MCVOD.TBL」のキーワード「PRM」で指定した出力パラメーター
・ファイル（例：PENPLT5.PRM）をMCADAMフォルダに作成

2. MC Helixの＜出力 (PLOT)＞【パラメータ (PARM)】で“出力装置”
ダイアログを開く

3. 「MCVOD.TBL」のキーワード「DEV」で指定した出力装置名
“PLOT05” をSEL

4. ［出力パラメーター］ をSEL
5. 「共通」シート→「出力装置」の“PLT5”をSEL
6. 「プロット・ファイルの作成場所」にプロット・ファイル（～.OFI）

の格納場所を指定
（例）C:¥MCADAM

7. 「プロット・サーバーを使って出力する」のチェックを外す
8. ［プロッター］シート→［フォントの種類］で“コード2”をSEL
9. ［OK］をSEL
10. ［出力パラメータの保存］をSEL
11. ［OK］で保存
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サンプルファイルをコピーすると便利です。
PRMのサンプルファイルはMC導入ディレクトリー内
（例：C:¥mchelix¥HDD）の「SAMPLE」フォルダ内にあ
ります。

出力パラメーター・ファイル「～.PRM」の設定



1. 「RPD環境設定ユーティリティー」を起動
2. 「ファイル」→「MCHC5.SYS」→MCADAMフォルダー内の

「MCHC5.SYS」をSEL
3. ［MCHC5.SYS］ボタン→［RPD関連］シート→［プロッター］で

“PLT5”をSEL
4. ［ポート］を指定

5. ［パスとドライバー名］でmcrpd.exeのパスを指定
（例： C:¥mchelix¥rpd¥mcrpd.exe）

6. 漢字フォント・ファイルの種別、およびパスとファイル名を指定
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指定されたポート番号により、参照するRPD環境設定ファイ
ル名が決定されます。
「COM5」を指定した場合、「MCRPD5.SYS」を参照します。

ハードコピー環境設定ファイル「MCHC5.SYS」の設定

この例では“COM5”を指定します。

（例）C:¥MCADAMのベクター・フォントを使用している場
合、入力値は下記の様になります。

VSS、C:¥MCADAM¥$VSSKJ16.FNT



1. 新しいプロッターに使用する「MCRPDn.SYS」をMCADAMフォル
ダ内に作成

2. 「RPD環境設定ユーティリティー」のメニュー・バー［ファイル］
→「MCRPDn.SYSを開く」をSEL
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「MCRPDn.SYS」の”n”は「MCHC5.SYS」のキーワード
「PLT」で指定されたポート番号「COMn」と同じ番号で
作成してください。
（例）

ポート番号がCOM1の場合： MCRPD1.SYS
ポート番号がCOM2の場合： MCRPD2.SYS
ポート番号がCOM3の場合： MCRPD3.SYS
ポート番号がCOM4の場合： MCRPD4.SYS
ポート番号がCOM5の場合： MCRPD5.SYS

MCADAMフォルダ内の「MCRPD.SYS」をコピーして使用
すると便利です。

RPD環境設定ファイル「MCRPDn.SYS」の設定

ここでは“MCRPD5.SYS”を作成します。

上記で準備した「MCRPD5.SYS」を開きます。



3. ［MCRPD.SYS］ボタン→［出力方式］シート→［コマンドの制御］
→［使用するコマンドの種類］で出力コマンドをSEL

4. 「出力の制御」で、選択した出力コマンドに対応した「出力方式」と
「出力先」を指定

（例）スプール、C:¥MCADAM

5. ［文字］シート→［アウトライン・フォント集］→［使用する書体］
で“明朝体、角ゴシック体、丸ゴシック体”のいずれかをSEL

6. ［文字］シート→［アウトライン・フォント集］→［フォント・
ファイルのパス］→ ［参照］ボタンで、「FONTS」をインストール
したフォルダーを指定

7. ［ファイル］→［アプリケーションの終了］で編集した
「MCRPD5.SYS」と「MCHC5.SYS」を保存→閉じる
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FONTS出力の場合、全ての出力コマンドが選択可能です。

「出力方式」と「出力先」の設定については、「第六章 3.
出力コマンドと出力方式の関係」および「第六章 4.出力方
式の設定例（3. の解説）」をご参照ください。
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ネットワーク編



はじめに
 本資料の目的

– 『MICRO CADAM Helix 実践操作解説書 ファンクション＜出力＞（基礎設定：ネットワ
ーク編』の知識を前提に、RPD Serverを使用した種々の出力設定方法を解説した資料で
す。

 前提条件
– Windows版MC Helix 20xxの環境であること。
– MC V3, V4関連の記述は含まれません。
– MICRO CADAM RPD Serverがインストールされている環境であること。
– 画面イメージはWindows 7ですが、他のWindows OSでも同じ手順です。

 留意事項
– 各設定におけるパラメーター、キーワードの詳細については、以下のマニュアル類をご参

照ください。
 管理・運用解説書
 ラスター・プロッター・ドライバー解説書
 ファイル・サーバー解説書
 プロット・サーバー解説書

– 解説中下記の設定値はあくまでも設定例です。
下記のパラメーターについてはセットアップする環境に応じて読み替えてください。
 「RPD環境設定ユーティリティーの設定」でのPLT1～5、COM1～5及びMCRPD1～5.SYSの番

号の部分
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当資料の内容は、2015年6月時点（MICRO CADAM Helix 2015R3）の機能をベースに記述しております。
また、OSはWindows7です。
今後の機能改善・追加によっては記述内容が変更される場合があります。
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第一章 カラー出力設定例



1. カラー出力設定のポイント

1. カラー・モードの場合、出力パラメーター・ファイルに以下の指定が必要です。
– 設定ダイアログの場合

1. ファンクション＜出力＞【出力装置】で出力を行う装置を選択
2. 【パラメータ】で表示されるダイアログ・ボックスの［出力パラメーター］を選択
3. ［プロッター］シートの［ペンの指定方法］で「カラー」を選択
4. ［色情報を付加する］を選択

– テキストファイル(～.PRM）編集の場合
• CLM = 1 ：カラー・モードにする
• ECL = ON ：カラー・テーブル情報を出力する（ラスター・プロッターに対して有効）

2. カラー・モードの指定（CLM = 1）により、参照する「線の太さごとに使用するペン番号」の指定が変わ
ります。
– 設定ダイアログの場合

1. ファンクション＜出力＞【出力装置】で出力を行う装置を選択
2. 【パラメータ】で表示されるダイアログ・ボックスの［出力パラメーター］を選択
3. ［プロッター］シートの［ペン制御］→［カラー］で線幅（太線、中線、細線）及び注記の「色番号」と「ペ

ン番号」を選択
– テキストファイル（～.PRM）編集の場合

（設定例）
• PCC1 = 1,2,3,4,5,6,7,8,8,8,8,8 ：カラー・モードでの太線の色番号ごとに使用するペン番号を指定
• PCC2 = 1,2,3,4,5,6,7,8,8,8,8,8 ：カラー・モードでの中線の色番号ごとに使用するペン番号を指定
• PCC3 = 1,2,3,4,5,6,7,8,8,8,8,8 ：カラー・モードでの細線の色番号ごとに使用するペン番号を指定
• PCC4 = 1,2,3,4,5,6,7,8,8,8,8,8 ：カラー・モードでの注記の色番号ごとに使用するペン番号を指定
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3. RPD環境設定ファイル「MCRPDn.SYS」に以下の指定が必要です。
– 設定ダイアログの場合

1. 「RPD環境設定ユーティリティー」で「MCRPDn.SYS」を選択
2. ［処理方法］シートの［カラーの出力方法］→［出力方式］で、「テーブル参照方式」,「3原色算定方式」,   

「色を線幅に変換する」のいずれかを選択
3. 手順2. で「テーブル参照方式」を選択した場合、［色出力データ定義ファイルのパスとファイル名］で

「参照」ボタンを選択してファイル名を選択
– テキストファイル(MCRPDn.SYS)編集の場合

（設定例）
• RPCTYPE = 0 0：カラー出力の際、個々の色を”テーブル参照方式”で指定

1：カラー出力の際、個々の色を”３原色算定方式”で指定
2：カラー出力の際、個々の色を”色を線幅に変換する”で指定

• RPCTBL = 0 カラー出力で使用する出力色データ定義ファイルをパスで指定
（「RPCTYPE=0」の場合のみ有効です）

4. GDI出力の場合
– GDI対応プリンター出力モジュール（MCPRTW.EXE）ではカラー出力はできないため、MCRPD.EXEが必要となります

。
– Windowsのプリンター機能を使用しますので、出力方式は印刷キュー経由の出力(スプール)のみになります。
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プロッターに出力する色を決定する方法は下記の2種類がありますが、プロッターによって異なります。
・テーブル参照方式
・3原色算定方式

詳細については、「第六章 2. カラー出力で使用する色の定義方法」をご参照ください。



2. カラー出力設定

1. （システム区画）:¥:MCADAMフォルダ内の「MCVOD.TBL」ファ
イルを、テキスト・エディタで開く

2. 以下の4つのキーワードを設定する
- DEV：出力装置の名称（任意）を半角英数8文字以内で指定

（例） PLOT01
- PRM：適用する出力パラメーター・ファイルのパスとファイル

名 を指定
（例） C:¥MCADAM¥PENPLT1.PRM

- CLS：”PEN”または”PRN”を指定

- COM：プロッター名など出力装置についてのコメントを指定
（例）“カラー出力”

3. ファイルを保存→閉じる
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デフォルトでインストールされているサンプルファイルで
は、このキーワード「PRM」の先頭に「*」（コメントア
ウト）が付いていますので削除してください。

クライアント側

仮想出力装置テーブル「MCVOD.TBL」の設定

RPDを使用する場合は必ず”PEN”を指定してください。

二重引用符号で囲って半角英数換算で40文字以内で指定し
てください（2バイト文字使用可能）。

・最大256台の出力装置の設定が可能です。
・仮想出力装置を追加するには、上記4つのキーワードを
コピーして追加してください。



1. 「MCVOD.TBL」のキーワード「PRM」で指定した出力パラメー
ター・ファイル（例：PENPLT1.PRM）をMCADAMフォルダに作成

2. MC Helixの＜出力 (PLOT)＞【パラメータ (PARM)】で“出力装置”
ダイアログを開く

3. 「MCVOD.TBL」のキーワード「DEV」で指定した出力装置名
“PLOT01” をSEL

4. ［出力パラメーター］ をSEL

5. 「共通」シート→「出力装置」の“PLT1”をSEL

6. 「プロット・ファイルの作成場所」でプロット・ファイル（～.OFI）
ファイルの格納場所を指定
（例）Z:¥MCADAM¥PPSPEN1

7. 「プロットサーバーを使って出力する」にチェックを付ける
8. ［プロッター］シート→［ペンの指定方法］で “カラー”をSEL
9. ［色情報を付加する］にチェックを付ける
10. ［OK］をSEL
11. ［出力パラメータの保存］をSEL
12. ［OK］で保存

49

サンプルファイルをコピーすると便利です。
PRMのサンプルファイルはMC導入ディレクトリー内
（例：C:¥mchelix¥HDD）のSAMPLEフォルダ内にあります。

仮想区画の指定方法は、環境設定ファイル「MCFILE5.SYS」の
設定ページをご参照ください。

クライアント側

出力パラメーター・ファイル「～.PRM」の設定



1. OSの［スタート］メニュー →「すべてのプログラム」→「MICRO 
CADAM Helix」→「環境設定ユーティリティー」をSELして起動

2. 「環境設定ユーティリティー」の「MCFILE5.SYS」ボタンをSEL

3. 「サーバー」のシートをSEL

4. クライアントの仮想区画名、サーバーのホスト名、サーバーの実区
画名を設定

5. メニューバー［ファイル］→「保存」をSEL

6. 「MCFILE5.SYS」を保存して→「環境設定ユーティリティー」を
終了

（記入例）

仮想区画名：Z（任意の区画名）

ホスト名： Server1（プロット・サーバーが稼動するサーバー・マシ
ンのホスト名）

実区画： E（サーバー・マシンの実区画）
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仮想区画名は、ローカルの区画名とは重ならないようにし
てください。
「仮想区画名」と「ローカルの区画名」が重なった場合、
仮想区画名を優先します。
重なったローカル区画名は参照できなくなりますのでご注
意ください。

クライアント側

環境設定ファイル「MCFILE5.SYS」の設定



1. OSの［スタート］メニュー→「すべてのプログラム」→「MICRO 
CADAM Helix」→「RPD環境設定ユーティリティー」を起動

2. 「RPD環境設定ユーティリティー」のメニュー・バー［ファイル］
→「MCPPS5.SYSを開く」をSEL→「MCPPS5.SYS」を開く

3. 「RPD関連」シートで、キーワード「server」に指定する値をダイ
アログから指定

（例） server=E:¥PPSPEN1¥*.OFI/mcrpd/PEN/COM1/9600
server=E:¥PPSPEN2¥*.OFI/mcrpd/PEN/COM2/19200
server=E:¥PPSPEN3¥*.OFI/mcrpd/PEN/COM3/38400

（書式）server=待ち行列/出力ドライバー/プロット・ファイルの種類/
出力装置/通信速度
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「待ち行列」ディレクトリーはプロット・サーバーを起動
するまでに事前に作成しておく必要があります。

• キーワード「server」以外のキーワードは、直接システム区画の「¥MCADAM」フォルダーにあるプロット・
サーバー環境設定ファイル「MCPPS5.SYS」を編集してください。
また、編集するキーワードの詳細につきましては、『プロット・サーバー解説書』をご参照ください。

• プロット・サーバーのプロット・ファイル処理順序は、「MCPPS5.SYS」のキーワード「qserch」で指定します。
「qserch=1」： 優先順位の高い待ち行列のプロット・ファイルから出力します。
「qserch=2」： 各待ち行列の優先順位の高いプロット・ファイルを順次出力します（推奨）。

• ログ・ファイル「MCPPS5.LOG」の出力は、「MCPPS5.SYS」のキーワード「ppslog」で指定します。
「ppslog=yes」で「MCPPS5.LOG」が出力されます。

• 「MCPPSD.LOG」は、プロット・サーバーがサービスとして起動された場合に自動的に作成されます。

サーバー側

プロット・サーバー環境設定ファイル「MCPPS5.SYS」の設定

RPDを使用する場合、プロット・ファイルの種類は必ず”PEN”を指定します。



1. 新しいプロッターに使用する「MCRPDn.SYS」をMCADAMフォルダ
内に作成

2. OSの［スタート］メニュー→「すべてのプログラム」→「MICRO 
CADAM Helix」→「RPD環境設定ユーティリティー」を起動

3. 「RPD環境設定ユーティリティー」のメニュー・バー［ファイル］
→「MCRPDn.SYSを開く」をSEL→作成したMCRPD1.SYSを開く
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「MCRPDn.SYS」の”n”は「MCPPS5.SYS」のキーワー
ド「server」で指定されたポート番号「COMn」と同じ番
号で作成してください。
（例）

ポート番号がCOM1の場合： MCRPD1.SYS
ポート番号がCOM2の場合： MCRPD2.SYS
ポート番号がCOM3の場合： MCRPD3.SYS
ポート番号がCOM4の場合： MCRPD4.SYS
ポート番号がCOM5の場合： MCRPD5.SYS

MCADAMフォルダ内の「MCRPD.SYS」をコピーして使用
すると便利です。

サーバー側

RPD環境設定ファイル「MCRPDn.SYS」の設定

ここでは”MCRPD1.SYS“を作成します。



4. ［MCRPD.SYS］ボタン→［出力方式］シート→［コマンドの制御］
→［使用するコマンドの種類］で出力コマンドをSEL

5. 「出力の制御」で、選択した出力コマンドに対応した「出力方式」と
「出力先」を指定

（例）ファイル出力、C:¥MCADAM¥PPSPEN1

6. ［処理方法］シート→［カラーの出力方法］→［出力方式］が
“テーブル参照方式” を指定した場合、［色出力データ定義ファイル
のパスとファイル名］も指定

7. ［ファイル］→［アプリケーションの終了］で、編集した
「MCRPD1.SYS」、「MCPPS5.SYS」を保存→閉じる
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カラー出力の場合、全ての出力コマンドが選択可能です。

「出力方式」と「出力先」の設定については、「第六章 3.
出力コマンドと出力方式の関係」および「第六章 4.出力方
式の設定例（3. の解説）」をご参照ください。

［使用するコマンドの種類］に「CGM」及び「GDI」以外
を指定した場合は、色の定義方法の指定が必要です。
詳細は、「第六章 2. カラー出力で使用する色の定義方
法」をご参照ください。

サーバー側
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第二章 長尺出力設定例



1.長尺出力設定のポイント

1. 長尺の定義
– たとえばA1長尺図面と判断する条件は、プロット・データの短い方がA1サイズの高さの キーワード「RPSIZE1」で指

定した高さ以下であり、長い方がA1サイズの幅のキーワード 「RPSIZE1」で指定した幅以上である場合です。つまり
、高さはA1で、幅がA1サイズを超えるようなプロット・データをA1長尺図面とします。

2. 長尺出力設定例
– A1プロッターに対してRPDから長尺出力をする場合、「MCRPDn.SYS」のパラメータの 次の4つの全てを満たせば正

しく長尺出力されます。
1．RPSIZE0 の指定が無く、RPSIZE1 が最大有効作画範囲となっている
2．RPSIZE1 で設定された短辺の長さ ≧ プロット・データの短辺の長さ
3．RPSIZE1 で設定された長辺の長さ ≦ プロット・データの長辺の長さ
4．RPLMAX で設定された長尺図面の最大プロット長 ≧ プロット・データの長辺の長さ
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• 長尺出力は、 A1 サイズ以上のプロッターに限られ、「MCRPDn.SYS」でキーワード「RPSIZE0=（A0サイズの
指定）」またはキーワード「RPSIZE1= （A1 サイズの指定）」で用紙サイズを指定する必要があります。

• 長尺図面の最大長は、プロッター自体でも設定されています。
実際に採用される値は、長尺図面の長さキーワード「RPLMAX」とプロッター自体で設定された長尺図面の最大長

の短いほうが採用されます。
したがって、長尺図面の長さキーワード「RPLMAX」の値を大きくしても途中で切れてしまう場合は、プロッター

側で設定されている値を確認していただく必要があります。
• 長尺出力は、 プロッターの機種によって制約があります。 最大長の制限、設定方法については､使用するプロッ

ターの説明書を参照してください。

GDI出力時は、長尺図面の印刷ができません。



2. 長尺出力設定

1. （システム区画）:¥:MCADAMフォルダ内の「MCVOD.TBL」ファ
イルを、テキスト・エディタで開く

2. 以下の4つのキーワードを設定する
- DEV：出力装置の名称（任意）を半角英数8文字以内で指定

（例） PLOT02
- PRM：適用する出力パラメーター・ファイルのパスとファイル

名を指定
（例） C:¥MCADAM¥PENPLT2.PRM

- CLS：”PEN”または”PRN”を指定

- COM：プロッター名など出力装置についてのコメントを指定
（例）“長尺出力”

3. ファイルを保存→閉じる
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デフォルトでインストールされているサンプルファイルで
は、このキーワード「PRM」の先頭に「*」（コメントア
ウト）が付いていますので削除してください。

クライアント側

仮想出力装置テーブル「MCVOD.TBL」の設定

RPDを使用する場合は必ず”PEN”を指定してください。

二重引用符号で囲って半角英数換算で40文字以内で指定し
てください（2バイト文字使用可能）。

・最大256台の出力装置の設定が可能です。
・仮想出力装置を追加するには、上記4つのキーワードを
コピーして追加してください。



1. 「MCVOD.TBL」のキーワード「PRM」で指定した出力パラメーター
・ファイル（例：PENPLT2.PRM）をMCADAMフォルダに作成

2. MC Helixの＜出力 (PLOT)＞【パラメータ (PARM)】で“出力装置”
ダイアログを開く

2. 「MCVOD.TBL」のキーワード「DEV」で指定した出力装置名
“PLOT02” をSEL

3. ［出力パラメーター］をSEL
4. 「共通」シート→「出力装置」の“PLT2”をSEL
5. 「プロット・ファイルの作成場所」でプロット・ファイル（～.OFI）

ファイルの格納場所を指定
（例）Z:¥MCADAM¥PPSPEN2

6. 「プロットサーバーを使って出力する」にチェックを付ける
7. ［OK］をSEL
8. ［出力パラメータの保存］をSEL
9. ［OK］で保存

57

サンプルファイルをコピーすると便利です。
PRMのサンプルファイルはMC導入ディレクトリー内（例：
C:¥mchelix¥HDD）の「SAMPLE」フォルダ内にあります。

仮想区画の指定方法は、環境設定ファイル「MCFILE5.SYS」の
設定ページをご参照ください。

クライアント側

出力パラメーター・ファイル「～.PRM」の設定



1. OSの［スタート］メニュー →「すべてのプログラム」→
「MICRO CADAM Helix」→「環境設定ユーティリティー」をSEL
して起動

2. 「環境設定ユーティリティー」の「MCFILE5.SYS」ボタンをSEL

3. 「サーバー」のシートをSEL

4. クライアントの仮想区画名、サーバーのホスト名、サーバーの実区
画名を設定

5. メニューバー［ファイル］→「保存」をSEL

6. 「MCFILE5.SYS」を保存して→「環境設定ユーティリティー」を
終了

（記入例）

仮想区画名：Z（任意の区画名）

ホスト名： Server1（プロット・サーバーが稼動するサーバー・マシ
ンのホスト名）

実区画： E（サーバー・マシンの実区画）
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仮想区画名は、ローカルの区画名とは重ならないようにし
てください。
「仮想区画名」と「ローカルの区画名」が重なった場合、
仮想区画名を優先します。
重なったローカル区画名は参照できなくなりますのでご注
意ください。

クライアント側

環境設定ファイル「MCFILE5.SYS」の設定



1. 「OSの［スタート］メニュー→「すべてのプログラム」→「MICRO 
CADAM Helix」→「RPD環境設定ユーティリティー」を起動

2. 「RPD環境設定ユーティリティー」のメニュー・バー［ファイル］→
「MCPPS5.SYSを開く」をSEL→「MCPPS5.SYS」を開く

3. 「RPD関連」シートで、キーワード「server」に指定する値をダイア
ログから指定

（例） server=E:¥PPSPEN1¥*.OFI/mcrpd/PEN/COM1/9600
server=E:¥PPSPEN2¥*.OFI/mcrpd/PEN/COM2/19200
server=E:¥PPSPEN3¥*.OFI/mcrpd/PEN/COM3/38400

（書式）server=待ち行列/出力ドライバー/プロット・ファイルの種類/
出力装置/通信速度
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「待ち行列」ディレクトリーはプロット・サーバーを起動
するまでに事前に作成しておく必要があります。

• キーワード「server」以外のキーワードは、直接システム区画の「¥MCADAM」フォルダーにあるプロット・
サーバー環境設定ファイル「MCPPS5.SYS」を編集してください。
また、編集するキーワードの詳細につきましては、『プロット・サーバー解説書』をご参照ください。

• プロット・サーバーのプロット・ファイル処理順序は、「MCPPS5.SYS」のキーワード「qserch」で指定します。
「qserch=1」： 優先順位の高い待ち行列のプロット・ファイルから出力します。
「qserch=2」： 各待ち行列の優先順位の高いプロット・ファイルを順次出力します（推奨）。

• ログ・ファイル「MCPPS5.LOG」の出力は、「MCPPS5.SYS」のキーワード「ppslog」で指定します。
「ppslog=yes」で「MCPPS5.LOG」が出力されます。

• 「MCPPSD.LOG」は、プロット・サーバーがサービスとして起動された場合に自動的に作成されます。

サーバー側

プロットサーバー環境設定ファイル「MCPPS5.SYS」の設定

RPDを使用する場合、プロット・ファイルの種類は必ず”PEN”を指定します。



1. 新しいプロッターに使用する「MCRPDn.SYS」を¥MCADAMフォル
ダ内に作成

2. OSの［スタート］メニュー→「すべてのプログラム」→「MICRO 
CADAM Helix」→「RPD環境設定ユーティリティー」を起動

3. 「RPD環境設定ユーティリティー」のメニュー・バー［ファイル］
→「MCRPDn.SYSを開く」をSEL→作成したMCRPD2.SYSを開く
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「MCRPDn.SYS」の”n”は「MCPPS5.SYS」のキーワード
「server」で指定されたポート番号「COMn」と同じ番号で作
成してください。
（例）

ポート番号がCOM1の場合： MCRPD1.SYS
ポート番号がCOM2の場合： MCRPD2.SYS
ポート番号がCOM3の場合： MCRPD3.SYS
ポート番号がCOM4の場合： MCRPD4.SYS
ポート番号がCOM5の場合： MCRPD5.SYS

MCADAMフォルダ内の「MCRPD.SYS」をコピーして使用
すると便利です。

サーバー側

RPD環境設定ファイル「MCRPDn.SYS」の設定

ここでは”MCRPD2.SYS“を作成します。



4. ［MCRPD.SYS］ボタン→［出力方式］シート→［コマンドの制御］
→［使用するコマンドの種類］で出力コマンドをSEL

5. 「出力の制御」で、選択した出力コマンドに対応した「出力方式」と
「出力先」を指定
（例）ファイル出力、C:¥MCADAM¥PPSPEN2

6. ［出力装置］シート→ ［長尺図面の最大値］→最大値を入力
7. ［ファイル］→［アプリケーションの終了］で、編集した

「MCRPD2.SYS」、「MCPPS5.SYS」を保存→閉じる
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サーバー側

長尺プロッター出力では、GDI以外の出力コマンドが選択
可能です。

「出力方式」と「出力先」の設定については、「第六章 3.
出力コマンドと出力方式の関係」および「第六章 4.出力方
式の設定例（3. の解説）」をご参照ください。
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第三章 縮小出力設定例



1. 縮小出力設定のポイント

1. 出力データサイズにかかわらずA4サイズの用紙に出力する場合
以下の設定により、出力データサイズがA4サイズを超えていても、A4サイズの用紙に縮小して出力することができ
ます。

– 設定ダイアログの場合
「RPD環境設定ユーティリティー」で「MCRPDn.SYS」を開き、［出力装置］シートの［有効
作画範囲］で以下の設定をします。
（設定例）

A0サイズ ：チェックを外す
A1サイズ ：チェックを外す
A2サイズ ：チェックを外す
A3サイズ ：チェックを外す
A4サイズ ：チェックを付け、X=297 Y=210 用紙方向=0度 と入力

– テキストファイル(MCRPDn.SYS）編集の場合
（設定例）

RPSIZE0 = ：指定を無効化する
RPSIZE1 = ：指定を無効化する
RPSIZE2 = ：指定を無効化する
RPSIZE3 = ：指定を無効化する
RPSIZE4 = 297,210,A ：A4サイズの値を設定する
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2. 実際の設定例
以下のように設定した場合の動きを図で解説します。

– MCRPDn.SYS
RPSIZE2＝594,420,A （･･･A2サイズは、594×420に設定。用紙方向は0度。）
RPSIZE3＝420,297,B （･･･A3サイズは、420×297に設定。用紙方向は90度。）
RPSIZE4＝297,210,A （･･･A4サイズは、297×210に設定。用紙方向は0度。）

– 出力パラメーター・ファイル
SCL=2 （作画領域に収まるようにスケールをかける）

– プロット・データ
600,420
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A2サイズで出力

次のRPSIZE3とプロット・データを比較

最小のRPSIZE4とプロット・データを比較

A2サイズで収まるようにスケールをかけて出力！

最大のRPSIZE2とプロット・データを比較

A3サイズで出力

A4サイズで出力プロット・データ
＞RPSIZE4

プロット・データ
＞RPSIZE3

プロット・データ
＞RPSIZE2

YES

YES

YES

NO

NO

NO



2. 縮小出力設定

1. （システム区画）:¥:MCADAMフォルダ内の「MCVOD.TBL」ファ
イルを、テキスト・エディタで開く

2. 以下の4つのキーワードを設定する
– DEV：出力装置の名称（任意）を半角英数8文字以内で指定

（例） PLOT03
– PRM：適用する出力パラメーター・ファイルのパスとファイル

名を指定
（例） C:¥MCADAM¥PENPLT3.PRM

– CLS：”PEN”または”PRN”を指定します。

– COM：プロッター名など出力装置についてのコメントを指定
（例）“縮小印刷”

3. ファイルを保存→閉じる
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デフォルトでインストールされているサンプルファイルで
は、このキーワード「PRM」の先頭に「*」（コメントア
ウト）が付いていますので削除してください。

仮想出力装置テーブル「MCVOD.TBL」の設定

RPDを使用する場合は必ず”PEN”を指定します。

二重引用符号で囲って半角英数換算で40文字以内で指定し
ます（2バイト文字使用可能）。

クライアント側

・最大256台の出力装置の設定が可能です。
・仮想出力装置を追加するには、上記4つのキーワードを
コピーして追加してください。



1. 「MCVOD.TBL」のキーワード「PRM」で指定した出力パラメー
ター・ファイル（例：PENPLT3.PRM）を¥MCADAMフォルダに作成

2. MC Helixの＜出力 (PLOT)＞【パラメータ (PARM)】で“出力装置”
ダイアログを開く

3. 「MCVOD.TBL」のキーワード「DEV」で指定した出力装置名
“PLOT03” をSEL

4. ［出力パラメーター］ をSEL

5. 「共通」シート→「出力装置」の“PLT3”をSEL

6. 「共通」シート→［出力範囲の調整］→“調整しない”をSEL

7. 「プロット・ファイルの作成場所」でOFIファイルの格納場所を指定

（例）Z:¥MCADAM¥PPSPEN3

8. 「プロットサーバーを使って出力する」にチェックを付ける

9. ［OK］をSEL

10. ［出力パラメータの保存］をSEL

11. ［OK］で保存
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クライアント側

サンプルファイルをコピーすると便利です。
PRMのサンプルファイルはMC導入ディレクトリー内（例：
C:¥mchelix¥HDD）の「SAMPLE」フォルダ内にあります。

仮想区画の指定方法は、環境設定ファイル
「MCFILE5.SYS」の設定ページをご参照ください。

出力パラメーター・ファイル「～.PRM」の設定



1. OSの［スタート］メニュー →「すべてのプログラム」→「MICRO 
CADAM Helix」→「環境設定ユーティリティー」をSELして起動

2. 「環境設定ユーティリティー」の「MCFILE5.SYS」ボタンをSEL

3. 「サーバー」のシートをSEL

4. クライアントの仮想区画名、サーバーのホスト名、サーバーの実区
画名を設定

5. メニューバー［ファイル］→「保存」をSEL

6. 「MCFILE5.SYS」を保存して→「環境設定ユーティリティー」を終
了

（記入例）

仮想区画名：Z（任意の区画名）

ホスト名： Server1（プロット・サーバーが稼動するサーバー・マシン
のホスト名）

実区画： E（サーバー・マシンの実区画）
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クライアント側

仮想区画名は、ローカルの区画名とは重ならないようにし
てください。
「仮想区画名」と「ローカルの区画名」が重なった場合、
仮想区画名を優先します。
重なったローカル区画名は参照できなくなりますのでご注
意ください。

環境設定ファイル「MCFILE5.SYS」の設定



1. 「OSの［スタート］メニュー→「すべてのプログラム」→「MICRO 
CADAM Helix」→「RPD環境設定ユーティリティー」を起動

2. 「RPD環境設定ユーティリティー」のメニュー・バー［ファイル］→
「MCPPS5.SYSを開く」をSEL→「MCPPS5.SYS」を開く

3. 「RPD関連」シートで、キーワード「server」に指定する値をダイア
ログから指定

（例） server=E:¥PPSPEN1¥*.OFI/mcrpd/PEN/COM1/9600
server=E:¥PPSPEN2¥*.OFI/mcrpd/PEN/COM2/19200
server=E:¥PPSPEN3¥*.OFI/mcrpd/PEN/COM3/38400

（書式） server=待ち行列/出力ドライバー/プロット・ファイルの種類/
出力装置/通信速度
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サーバー側

• キーワード「server」以外のキーワードは、直接システム区画の「¥MCADAM」フォルダーにあるプロット・
サーバー環境設定ファイル「MCPPS5.SYS」を編集してください。
また、編集するキーワードの詳細につきましては、『プロット・サーバー解説書』をご参照ください。

• プロット・サーバーのプロット・ファイル処理順序は、「MCPPS5.SYS」のキーワード「qserch」で指定します。
「qserch=1」： 優先順位の高い待ち行列のプロット・ファイルから出力します。
「qserch=2」： 各待ち行列の優先順位の高いプロット・ファイルを順次出力します（推奨）。

• ログ・ファイル「MCPPS5.LOG」の出力は、「MCPPS5.SYS」のキーワード「ppslog」で指定します。
「ppslog=yes」で「MCPPS5.LOG」が出力されます。

• 「MCPPSD.LOG」は、プロット・サーバーがサービスとして起動された場合に自動的に作成されます。

「待ち行列」ディレクトリーはプロット・サーバーを起動
するまでに事前に作成しておく必要があります。

プロットサーバー環境設定ファイル「MCPPS5.SYS」の設定

RPDを使用する場合、プロット・ファイルの種類は必ず”PEN”を指定します。



1. 新しいプロッターに使用する「MCRPDn.SYS」を作成

2. OSの［スタート］メニュー→「すべてのプログラム」→「MICRO 
CADAM Helix」→「RPD環境設定ユーティリティー」を起動

3. 「RPD環境設定ユーティリティー」のメニュー・バー［ファイル］
→「MCRPDn.SYSを開く」をSEL→作成したMCRPD3.SYSを開く
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サーバー側

「MCRPDn.SYS」の”n”は「MCPPS5.SYS」のキーワード
「server」で指定されたポート番号「COMn」と同じ番号
で作成してください。
（例）

ポート番号がCOM1の場合： MCRPD1.SYS
ポート番号がCOM2の場合： MCRPD2.SYS
ポート番号がCOM3の場合： MCRPD3.SYS
ポート番号がCOM4の場合： MCRPD4.SYS
ポート番号がCOM5の場合： MCRPD5.SYS

MCADAMフォルダ内の「MCRPD.SYS」をコピーして使用す
ると便利です。

RPD環境設定ファイル「MCRPDn.SYS」の設定

ここでは”MCRPD3.SYS“を作成します。



4. ［MCRPD.SYS］ボタン→［出力方式］シート→［コマンドの制御］
→［使用するコマンドの種類］で出力コマンドをSEL

5. 「出力の制御」で、選択した出力コマンドに対応した「出力方式」と
「出力先」を指定
（例）ファイル出力、C:¥MCADAM¥PPSPEN3

6. ［出力装置］シート→［有効作画範囲］→“A4サイズ”のみ設定
7. ［ファイル］→［アプリケーションの終了］で、編集した

「MCRPD3.SYS」、「MCPPS5.SYS」を保存→閉じる
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サーバー側

縮小印刷の場合、全ての出力コマンドが選択可能です。

「出力方式」と「出力先」の設定については、「第六章 3.
出力コマンドと出力方式の関係」および「第六章 4.出力方
式の設定例（3. の解説）」をご参照ください。
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第四章 イメージ付き図面の出力設定例



1. イメージ付き図面の出力設定のポイント

1. RPDを使ってイメージ・データを出力する場合、「D-SCAN」、「HP-GL/2+RTL」のプロッター言語を
使用できます。また、「GDI」での出力も可能です。

2. それぞれに対するイメージ・データの形式は以下の通りですので、出力する際はイメージ・データやプロ
ッター言語が対応しているかをご確認ください。
– 「 D-SCAN」の場合

• G4形式のイメージ・データ（モノクロのみ）
– 「HP-GL/2+RTL」、「GDI」の場合

• 「Packed Bits」形式のイメージ・データ
• 「G4」形式のイメージ・データ（モノクロのみ）

3. イメージ出力の場合、出力パラメーター・ファイルに以下の指定が必要です。
– 設定ダイアログの場合

1. ファンクション＜出力＞【出力装置】で出力を行う装置を選択
2. 【パラメータ】で表示されるダイアログ・ボックスの［出力パラメーター］を選択
3. ［プロッター］シートの［イメージ・データを出力する］を選択
4. ［イメージ・データの圧縮方法］で「G4」または「Packed Bits」を選択

– テキストファイル(～.PRM）編集の場合
（設定例）
• RST = ON ： イメージ・データを出力する
• IMGCMP = G4： イメージ・データを “PackBits” または “G4” 形式で出力する
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「Packed Bits」、「G4」については「第六章 6. 用語解説」をご参照ください。

以下の条件における図面の回転では、イメージ・データだけが回転できないまま出力されますのでご注意ください。
・プロット・データに角度が付いている場合
・プロッター側で用紙に角度（回転）の設定がされている、またはネスティング機能を利用する場合



2. イメージ付き図面の出力設定

1. （システム区画）:¥:MCADAMフォルダ内の「MCVOD.TBL」ファ
イルを、テキスト・エディタで開く

2. 以下の4つのキーワードを設定する
– DEV：出力装置の名称（任意）を半角英数8文字以内で指定

（例） PLOT04
– PRM：適用する出力パラメーター・ファイルのパスとファイル名

を指定
（例） C:¥MCADAM¥PENPLT4.PRM

– CLS：”PEN”または”PRN”を指定します。

– COM：プロッター名など出力装置についてのコメントを指定
（例）“イメージ出力”

3. ファイルを保存→閉じる
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デフォルトでインストールされているサンプルファイルで
は、このキーワード「PRM」の先頭に「*」（コメントア
ウト）が付いていますので削除してください。

仮想出力装置テーブル「MCVOD.TBL」の設定

RPDを使用する場合は必ず”PEN”を指定します。

二重引用符号で囲って半角英数換算で40文字以内で指定し
ます（2バイト文字使用可能）。

クライアント側

・最大256台の出力装置の設定が可能です。
・仮想出力装置を追加するには、上記4つのキーワードを
コピーして追加してください。



1. 「MCVOD.TBL」のキーワード「PRM」で指定した出力パラメー
ター・ファイル（例:PENPLT4.PRM）をMCADAMフォルダに作成

2. MC Helixの＜出力 (PLOT)＞【パラメータ (PARM)】で“出力装置”
ダイアログを開く

3. 「MCVOD.TBL」のキーワード「DEV」で指定した出力装置名
“PLOT04” をSEL

4. ［出力パラメーター］ をSEL
5. 「共通」シート→「出力装置」の“PLT4”をSEL
6. 「プロット・ファイルの作成場所」でOFIファイルの格納場所を指定

（例）Z:¥MCADAM¥PPSPEN4

7. 「プロットサーバーを使って出力する」にチェックを付ける
8. ［プロッター］シート→［イメージ・データを出力する］にチェック

を付ける
9. ［イメージ・データの圧縮方法］でイメージ・データを出力するとき

の圧縮形式を指定

7. ［OK］をSEL
8. ［出力パラメータの保存］をSEL
9. ［OK］で保存
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クライアント側

サンプルファイルをコピーすると便利です。
PRMのサンプルファイルはMC導入ディレクトリー内（例：
C:¥mchelix¥HDD）の「SAMPLE」フォルダ内にあります。

仮想区画の指定方法は、環境設定ファイル
「MCFILE5.SYS」の設定ページをご参照ください。

出力パラメーター・ファイル「～.PRM」の設定

“G4” または“Pack Bits”を選択します。



1. OSの［スタート］メニュー →「すべてのプログラム」→「MICRO 
CADAM Helix」→「環境設定ユーティリティー」をSELして起動

2. 「環境設定ユーティリティー」の「MCFILE5.SYS」ボタンをSEL

3. 「サーバー」のシートをSEL

4. クライアントの仮想区画名、サーバーのホスト名、サーバーの実区
画名を設定

5. メニューバー［ファイル］→「保存」をSEL

6. 「MCFILE5.SYS」を保存→「環境設定ユーティリティー」を終了

（記入例）

仮想区画名：Z（任意の区画名）

ホスト名： Server1（プロット・サーバーが稼動するサーバー・マシン
のホスト名）

実区画： E（サーバー・マシンの実区画）
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クライアント側

仮想区画名は、ローカルの区画名とは重ならないようにし
てください。
「仮想区画名」と「ローカルの区画名」が重なった場合、
仮想区画名を優先します。
重なったローカル区画名は参照できなくなりますのでご注
意ください。

環境設定ファイル「MCFILE5.SYS」の設定



1. OSの［スタート］メニュー→「すべてのプログラム」→「MICRO 
CADAM Helix」→「RPD環境設定ユーティリティー」を起動

2. 「RPD環境設定ユーティリティー」のメニュー・バー［ファイル］→
「MCPPS5.SYSを開く」をSEL→「MCPPS5.SYS」を開く

3. 「RPD関連」シートで、キーワード「server」に指定する値をダイア
ログから指定

（例） server=E:¥PPSPEN1¥*.OFI/mcrpd/PEN/COM1/9600
server=E:¥PPSPEN2¥*.OFI/mcrpd/PEN/COM2/19200
server=E:¥PPSPEN3¥*.OFI/mcrpd/PEN/COM3/38400

（書式） server=待ち行列/出力ドライバー/プロット・ファイルの種類/
出力装置/通信速度
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サーバー側

「待ち行列」ディレクトリーはプロット・サーバーを起動する
までに事前に作成しておく必要があります。

• キーワード「server」以外のキーワードは、直接システム区画の「¥MCADAM」フォルダーにあるプロット・
サーバー環境設定ファイル「MCPPS5.SYS」を編集してください。
また、編集するキーワードの詳細につきましては、『プロット・サーバー解説書』をご参照ください。

• プロット・サーバーのプロット・ファイル処理順序は、「MCPPS5.SYS」のキーワード「qserch」で指定します。
「qserch=1」： 優先順位の高い待ち行列のプロット・ファイルから出力します。
「qserch=2」： 各待ち行列の優先順位の高いプロット・ファイルを順次出力します（推奨）。

• ログ・ファイル「MCPPS5.LOG」の出力は、「MCPPS5.SYS」のキーワード「ppslog」で指定します。
「ppslog=yes」で「MCPPS5.LOG」が出力されます。

• 「MCPPSD.LOG」は、プロット・サーバーがサービスとして起動された場合に自動的に作成されます。

プロットサーバー環境設定ファイル「MCPPS5.SYS」の設定

RPDを使用する場合、プロット・ファイルの種類は必ず”PEN”を指定します。



1. 新しいプロッター用に使用する「MCRPDn.SYS」をMCADAMフォ
ルダ内に作成

2. OSの［スタート］メニュー→「すべてのプログラム」→「MICRO 
CADAM Helix」→「RPD環境設定ユーティリティー」を起動

3. 「RPD環境設定ユーティリティー」のメニュー・バー［ファイル］
→「MCRPDn.SYSを開く」をSEL→作成したMCRPD4.SYSを開く
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サーバー側

「MCRPDn.SYS」の”n”は「MCPPS5.SYS」のキーワード
「server」で指定されたポート番号「COMn」と同じ番号
で作成してください。
（例）

ポート番号がCOM1の場合： MCRPD1.SYS
ポート番号がCOM2の場合： MCRPD2.SYS
ポート番号がCOM3の場合： MCRPD3.SYS
ポート番号がCOM4の場合： MCRPD4.SYS
ポート番号がCOM5の場合： MCRPD5.SYS

RPD環境設定ファイル「MCRPDn.SYS」の設定

MCADAMフォルダ内の「MCRPD.SYS」をコピーして使用す
ると便利です。

ここでは”MCRPD4.SYS“を作成します。



4. ［MCRPD.SYS］ボタン→［出力方式］シート→［コマンドの制御］
→［使用するコマンドの種類］で出力コマンドをSEL

（例） D-SCAN →G4
HP-GL/2+RTL →G4またはPacked Bits
GDI →G4またはPacked Bits

5. 「出力の制御」で、選択した出力コマンドに対応した「出力方式」
と「出力先」を指定

（例）ファイル出力、C:¥MCADAM¥PPSPEN4

6. ［ファイル］→［アプリケーションの終了］で、編集した
「MCRPD4.SYS」と「MCHC5.SYS」を保存→閉じる
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サーバー側

「出力方式」と「出力先」の設定については、「第六章 3.
出力コマンドと出力方式の関係」および「第六章 4.出力方
式の設定例（3. の解説）」をご参照ください。
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第五章 アウトラインフォントでの出力設定例



1. アウトラインフォント を使用した出力設定のポイント

1. 出力パラメーター・ファイル（～.PRM）に以下の指定が必要です。
– 設定ダイアログの場合

1. ファンクション＜出力＞【出力装置】で出力を行う装置を選択
2. 【パラメータ】で表示されるダイアログ・ボックスの［出力パラメーター］を選択
3. ［プロッター］シートの［フォントの種類］で「コード2」を選択

– テキストファイル(～.PRM)編集の場合
• PFT=3 ：文字はすべてコードで出力する

2. RPD環境設定ファイル「MCRPDn.SYS」に以下の指定が必要です。
– 設定ダイアログの場合

1. 「RPD環境設定ユーティリティー」で「MCRPDn.SYS」を選択
2. ［文字］シートの［アウトライン・フォント集］で以下を指定
（設定例）

使用する書体 ：“明朝体”、“角ゴシック体”、“丸ゴシック体”のいづれかを選択
フォント・ファイル・パス ：アウトラインフォントを導入した場所

– テキストファイル(MCRPDn.SYS)編集の場合
（設定例）
• FONTMC=0 ：0=明朝体、1=角ゴシック体、2=丸ゴシック体
• FONTDRV=C:¥FONTS ：アウトラインフォントを導入した場所のパス
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3. 出力を実行するマシンの出力用環境設定ファイル「MCHCn.SYS」で指定されている場所に、漢字フ
ォント・ファイルが導入されている必要があります。
（注）プロット・サーバー経由で出力する場合は、プロット・サーバーが稼動しているマシンに導入されている必要
があります。

– 設定ダイアログの場合
1. 「環境設定ユーティリティー」で「MCHC5.SYS」を選択
2. ［ファイル］シートの「パスとファイル名」の「漢字フォント・ファイル」で、漢字フォント・ファイルの

種別、およびパスとファイル名を指定
（設定例） ベクター・フォント（$VSSKJ16.FNT）を使用している場合

VSS C:¥MCADAM¥$VSSKJ16.FNT

– テキストファイル(MCHC5.SYS)編集の場合
（設定例）
• KJFNT = VSS,C:¥MCADAM¥$VSSKJ16.FNT
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2. アウトラインフォントを使用して出力

1. （システム区画）:¥:MCADAMフォルダ内の「MCVOD.TBL」ファ
イルを、テキスト・エディタで開く

2. 以下の4つのキーワードを設定する
– DEV：出力装置の名称（任意）を半角英数8文字以内で指定

（例） PLOT05
– PRM：適用する出力パラメーター・ファイルのパスとファイ

ル名を指定
（例） C:¥MCADAM¥PENPLT5.PRM

– CLS：”PEN”または”PRN”を指定します。

– COM：プロッター名など出力装置についてのコメントを指定
（例）“FONTS出力”

3. ファイルを保存→閉じる
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デフォルトでインストールされているサンプルファイルで
は、このキーワード「PRM」の先頭に「*」（コメントア
ウト）が付いていますので削除してください。

仮想出力装置テーブル「MCVOD.TBL」の設定

RPDを使用する場合は必ず”PEN”を指定します。

二重引用符号で囲って半角英数換算で40文字以内で指定し
ます（2バイト文字使用可能）。

・最大256台の出力装置の設定が可能です。
・仮想出力装置を追加するには、上記4つのキーワードを
コピーして追加してください。



1. 「MCVOD.TBL」のキーワード「PRM」で指定した出力パラメー
ター・ファイル（例：PENPLT5.PRM）をMCADAMフォルダに作成

2. MC Helixの＜出力 (PLOT)＞【パラメータ (PARM)】で“出力装置”
ダイアログを開く

3. 「MCVOD.TBL」のキーワード「DEV」で指定した出力装置名
“PLOT05” をSEL

4. ［出力パラメーター］ をSEL

5. 「共通」シート→「出力装置」の“PLT5”をSEL
6. 「プロット・ファイルの作成場所」でOFIファイルの格納場所を指定

（例）Z:¥MCADAM¥PPSPEN5

7. 「プロットサーバーを使って出力する」にチェックを付ける

8. ［プロッター］シート→［フォントの種類］で“コード2”をSEL

9. ［OK］をSEL

10. ［出力パラメータの保存］をSEL

11. ［OK］で保存
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クライアント側

サンプルファイルをコピーすると便利です。
PRMのサンプルファイルはMC導入ディレクトリー内
（例：C:¥mchelix¥HDD）のSAMPLEフォルダ内にあります。

仮想区画の指定方法は、環境設定ファイル「MCFILE5.SYS」
の設定ページをご参照ください。

出力パラメーター・ファイル「～.PRM」の設定



1. OSの［スタート］メニュー →「すべてのプログラム」→「MICRO 
CADAM Helix」→「環境設定ユーティリティー」をSELして起動

2. 「環境設定ユーティリティー」の「MCFILE5.SYS」ボタンをSEL

3. 「サーバー」のシートをSEL

4. クライアントの仮想区画名、サーバーのホスト名、サーバーの実区
画名を設定

5. メニューバー［ファイル］→「保存」をSEL

6. 「MCFILE5.SYS」を保存→「環境設定ユーティリティー」を終了

（記入例）

仮想区画名：Z（任意の区画名）
ホスト名： Server1（プロット・サーバーが稼動するサーバー・マシン

のホスト名）
実区画： E（サーバー・マシンの実区画）
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クライアント側

仮想区画名は、ローカルの区画名とは重ならないようにし
てください。
「仮想区画名」と「ローカルの区画名」が重なった場合、
仮想区画名を優先します。
重なったローカル区画名は参照できなくなりますのでご注
意ください。

環境設定ファイル「MCFILE5.SYS」の設定



1. OSの［スタート］メニュー→「すべてのプログラム」→「MICRO 
CADAM Helix」→「RPD環境設定ユーティリティー」を起動

2. 「RPD環境設定ユーティリティー」のメニュー・バー［ファイル］→
「MCPPS5.SYSを開く」をSEL→「MCPPS5.SYS」を開く

3. 「RPD関連」シートで、キーワード「server」に指定する値をダイア
ログから指定

（例） server=E:¥PPSPEN1¥*.OFI/mcrpd/PEN/COM1/9600
server=E:¥PPSPEN2¥*.OFI/mcrpd/PEN/COM2/19200
server=E:¥PPSPEN3¥*.OFI/mcrpd/PEN/COM3/38400

（書式） server=待ち行列/出力ドライバー/プロット・ファイルの種類/
出力装置/通信速度
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サーバー側

「待ち行列」ディレクトリーはプロット・サーバーを起動
するまでに事前に作成しておく必要があります。

• キーワード「server」以外のキーワードは、直接システム区画の「¥MCADAM」フォルダーにあるプロット・
サーバー環境設定ファイル「MCPPS5.SYS」を編集してください。
また、編集するキーワードの詳細につきましては、『プロット・サーバー解説書』をご参照ください。

• プロット・サーバーのプロット・ファイル処理順序は、「MCPPS5.SYS」のキーワード「qserch」で指定します。
「qserch=1」： 優先順位の高い待ち行列のプロット・ファイルから出力します。
「qserch=2」： 各待ち行列の優先順位の高いプロット・ファイルを順次出力します（推奨）。

• ログ・ファイル「MCPPS5.LOG」の出力は、「MCPPS5.SYS」のキーワード「ppslog」で指定します。
「ppslog=yes」で「MCPPS5.LOG」が出力されます。

• 「MCPPSD.LOG」は、プロット・サーバーがサービスとして起動された場合に自動的に作成されます。

プロットサーバー環境設定ファイル「MCPPS5.SYS」の設定

RPDを使用する場合、プロット・ファイルの種類は必ず”PEN”を指定します。



1. OSの［スタート］メニュー→「すべてのプログラム」→「MICRO 
CADAM Helix」→「RPD環境設定ユーティリティー」を起動

2. 「環境設定ユーティリティー」の「MCHC5.SYS」ボタンをSEL

3. 漢字フォント・ファイルの種別、およびパスとファイル名を指定
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サーバー側

ハードコピー環境設定ファイル「MCHC5.SYS」の設定

（例）C:¥MCADAMのベクター・フォントを使用している
場合、入力値は下記の様になります。

VSS、C:¥MCADAM¥$VSSKJ16.FNT



1. 新しいプロッター用に使用する「MCRPDn.SYS」をMCADAMフォ
ルダ内に作成

2. OSの［スタート］メニュー→「すべてのプログラム」→「MICRO 
CADAM Helix」→「RPD環境設定ユーティリティー」を起動

3. 「RPD環境設定ユーティリティー」のメニュー・バー［ファイル］
→「MCRPDn.SYSを開く」をSEL→作成したMCRPD5.SYSを開く
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サーバー側

「MCRPDn.SYS」の”n”は「MCPPS5.SYS」のキーワード
「server」で指定されたポート番号「COMn」と同じ番号
で作成してください。
（例）

ポート番号がCOM1の場合： MCRPD1.SYS
ポート番号がCOM2の場合： MCRPD2.SYS
ポート番号がCOM3の場合： MCRPD3.SYS
ポート番号がCOM4の場合： MCRPD4.SYS
ポート番号がCOM5の場合： MCRPD5.SYS

RPD環境設定ファイル「MCRPDn.SYS」の設定

ここでは”MCRPD5.SYS“を作成します。

MCADAMフォルダ内の「MCRPD.SYS」をコピーして使用す
ると便利です。



4. ［MCRPD.SYS］ボタン→［出力方式］シート→［コマンドの制御］
→［使用するコマンドの種類］で出力コマンドをSEL

5. 「出力の制御」で、選択した出力コマンドに対応した「出力方式」
と「出力先」を指定

（例）ファイル出力、C:¥MCADAM¥PPSPEN5

6. ［文字］シート→［アウトライン・フォント集］→［使用する書
体］で“明朝体、角ゴシック体、丸ゴシック体”のいずれかをSEL

7. ［文字］シート→［アウトライン・フォント集］→［フォント・
ファイルのパス］→ ［参照］ボタンで、「FONTS」をインストール
したフォルダーを指定

8. ［ファイル］→［アプリケーションの終了］で、編集した
「MCRPD5.SYS」、「MCPPS5.SYS」、「MCHC5.SYS」を保存→
閉じる
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FONTS出力の場合、全ての出力コマンドが選択可能です。

「出力方式」と「出力先」の設定については、「第六章 3.
出力コマンドと出力方式の関係」および「第六章 4.出力方
式の設定例（3. の解説）」をご参照ください。

サーバー側
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参考資料



1. 出力コマンド解説
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白黒 カラー ラスター

HP-GL 0 ○ ○ ×
ヒューレット・パッカード社製ペンプロッター制御用の
コマンドです。

EP8 1 ○ ○ ×
東洋産業社製プロッター（DRASTEM）のコマンドで
す。

D-SCAN 2 ○ ○ ○
セイコーアイ・インフォテック社製プロッター用（D-
SCAN）のコマンドです。

VCGL 3 ○ ○ ×
富士ゼロックス社製プロッター用のコマンドです。

907/PCI 4 ○ ○ ×
旧Calcomp（現Oc’e）社製プロッター用のコマンドで
す。

HP-GL/2+RTL 5 ○ ○ ○
ヒューレット・パッカード社製プロッター用のコマンド
です。

CGM
(Binary)

6 ○ ○ ×
CGM（Computer Graphics Metafile）の「binary」の
形式です。

CGM
(Clear Text)

7 ○ ○ ×
CGM（Computer Graphics Metafile）の「text」形式
です。

GDI 8 ○ ○ ○

Windows OSに搭載されているグラフィックス処理を
行うプログラムの1つです。このGDI がディスプレイ
ドライバーやプリンタードライバーに、その指示を処
理できる形式に変換して各ドライバーに送ることに
より、画面表示や印刷が実行されます。

出力コマンド
RPLANG
設定値

出力モード
概要


全体図

		

				出力コマンド		出力ドライバー シュツリョク		特長 トクチョウ		留意点 リュウイテン

				プリンター出力
（GDI出力、ESC/P出力）		メニュー・バー
【画面印刷】		・最も手軽な出力方法です。
・画面に表示されている全てのデータをプリンターに出力します。 ホウホウガメンヒョウジスベシュツリョク		・出力結果が比較的荒い（ディスプレイの解像度に依存して、画像データで出力するため）。
・出力品質はプリンターのドライバーにも依存します。 ヒカクテキシュツリョクヒンシツイゾン

						メニュー・バー
【印刷】		・アクティブな図面ウィンドウに表示されている状態を、そのままプリンターに出力します。
・Windows OSライクの出力設定です（プレビューで位置、スケールなどの微調整が可能）。		・細、中、太線の線幅が出力されません（表示状態をそのまま出力するため）。
・出力品質はプリンターのドライバーにも依存します。

						メニュー・バー
【簡易出力】 カンイシュツリョク		・プロットデータを定義せずにアクティブ・ウィンドウ全体や領域指定でプリンター出力できます。
・細、中、太線の線幅で出力できます。
・カラー印刷も可能です。 インサツカノウ		・出力品質はプリンターのドライバーにも依存します。

						mcprtw.exe を使う		・線種や注記などに対し、きめ細かい出力が可能です。		・環境設定、出力操作がメニュー・バー【画面印刷】、【印刷】に比べて少し複雑です。

						mcrpd.exe
（オプション）を使う		・線種や注記などに対し、きめ細かい出力が可能です。
・カラー、イメージ出力可能です。
・A0,A1の出力をサポートしています。		・環境設定、出力操作がメニュー・バー【画面印刷】、【印刷】に比べて少し複雑です。
・長尺出力は不可です。
・オプション･モジュール製品です（別売）。 チョウジャクシュツリョクフカセイヒン

				プロッター出力
（HP-GL出力、
　EP8出力、
　D-SCAN出力、
　VCGL出力、
　907/PCI出力、
　HP-GL/2+RTL出力、　
　CGM出力） シュツリョクシュツリョクシュツリョクシュツリョクシュツリョクシュツリョク		mcpen.exe を使う		・「HP-GL」で様々な図面要素に対し、きめ細かい出力が可能です。		・接続形態はRS-232Cのみです。
・出力時間がかかる傾向があります。 ケイコウ

						mcrpd.exe
（オプション）を使う		・各プロッターメーカー固有の出力コマンドで出力可能です。
・ネットワーク環境（TCP/IP, LPR, FTP）での出力が可能です。
・カラー、イメージ出力可能です。		・オプション･モジュール製品です（別売）。
・出力速度が速いです。
・長尺出力が可能です。 セイヒン

				ファイル出力
（HP-GLファイル）		HP-GLファイル出力
mcglf.exe		・出力した「HP-GL」ファイルは、D&Dがない環境でも出力可能です。
・図面データの受け渡しに使用できます。
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メニューバー
【ファイル】［印刷］

ファンクション
＜出力＞



出力ドライバー

		

				出力ドライバー シュツリョク		名称 メイショウ		特長 トクチョウ

				mcprtv.exe		ESC/P対応プリンター出力モジュール		プリンター用のプロット・ファイルをESC/PI対応のプリンター（Windows OSで認識されているプリンター）へ出力します。 ヨウタイオウニンシキシュツリョク

				mcprtw.exe		GDI対応プリンター
出力モジュール タイオウシュツリョク		プリンター用のプロット・ファイルをGDI対応プリンター（Windows OSで認識されているプリンター）へ出力します。 ヨウタイオウニンシキシュツリョク

				mcpen.exe		ペン・プロット・
モジュール		ペン・プロット用のプロット・ファイルをRS-232Cに接続されたプロッターへ「HP-GL」コマンドで出力します。 ヨウセツゾクシュツリョク

				mcglf.exe		HP-GLファイル
作成モジュール サクセイ		ペン・プロット用のプロット・ファイルを「HP-GL」フォーマットのファイルに出力します。 ヨウシュツリョク

				mcrpd.exe
（オプション）		ラスター・プロッター・
ドライバー（RPD）		ペン・プロット用のプロット・ファイルをネットワーク上にあるプロッターやRS-232Cに接続されたプロッターへ「HP-GL」コマンドまたはプロッター・メーカー独自のネイティブ・コマンドで出力します。GDI、CGMコマンドも出力可能です。 ヨウジョウセツゾクドクジシュツリョクシュツリョクカノウ
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出力コマンド(1)

		

				出力コマンド シュツリョク		RPLANG
設定値 セッテイチ		RPORT（出力方式）												出力モード シュツリョク						概要 ガイヨウ

								0		1		2		3		4		5		白黒 シロクロ		カラー		ラスター

				HP-GL		0		○		○		○		○
（注） チュウ		○		○
（注） チュウ		○		○		×		ヒューレット・パッカード社製ペンプロッター制御用のコマンドです。

				EP8		1		×		×		○		○		○		○		○		○		×		東洋産業社製プロッター（DRASTEM）のコマンドです。 トウヨウサンギョウシャセイ

				D-SCAN		2		×		×		○		○		○		○		○		○		○		セイコーアイ・インフォテック社製プロッター用（D-SCAN）のコマンドです。

				VCGL		3		×		×		○		×		○		○		○		○		×		富士ゼロックス社製プロッター用のコマンドです。 フジシャセイヨウ

				907/PCI		4		×		×		○		×		○		○		○		○		×		旧Calcomp（現Oc’e）社製プロッター用のコマンドです。

				HP-GL/2+RTL		5		×		×		○		○		○		○
（注） チュウ		○		○		○		ヒューレット・パッカード社製プロッター用のコマンドです。
ラスター・プロッターとイメージデータ出力に対応用としての機能拡張版です。 シャセイヨウシュツリョクタイオウヨウキノウカクチョウバン

				CGM
(Binary)		6		×		×		○		×		×		×		○		○		×		CGM（Computer Graphics Metafile）の「binary」の形式です。
平面図形、画像、テキストの交換に使用する国際的な標準ファイル形式です。 ケイシキ

				CGM
(Clear Text)		7		×		×		○		×		×		×		○		○		×		CGM（Computer Graphics Metafile）の「text」形式です。
平面図形、画像、テキストの交換に使用する国際的な標準ファイル形式です。 ケイシキ

				GDI		8		×		×		×		×		○		×		○		○		○		Windows OSに搭載されているグラフィックス処理を行うプログラムの1つです。このGDI がディスプレイドライバーやプリンタードライバーに、その指示を処理できる形式に変換して各ドライバーに送ることにより、画面表示や印刷が実行されます。

								#		RPORT（出力方式） シュツリョクホウシキ

								0		シリアル・ポートへ出力 シュツリョク

								1		シリアル・ポート及びファイルへ出力 オヨシュツリョク

								2		ファイルへ出力 シュツリョク

								3		TCP/IPソケットへ出力 シュツリョク

								4		スプールへ出力 シュツリョク

								5		FTP出力 シュツリョク
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出力コマンド (2)

		

				出力コマンド シュツリョク		RPLANG
設定値 セッテイチ		出力モード シュツリョク						概要 ガイヨウ

								白黒 シロクロ		カラー		ラスター

				HP-GL		0		○		○		×		ヒューレット・パッカード社製ペンプロッター制御用のコマンドです。

				EP8		1		○		○		×		東洋産業社製プロッター（DRASTEM）のコマンドです。 トウヨウサンギョウシャセイ

				D-SCAN		2		○		○		○		セイコーアイ・インフォテック社製プロッター用（D-SCAN）のコマンドです。

				VCGL		3		○		○		×		富士ゼロックス社製プロッター用のコマンドです。
　　　　　　　 フジシャセイヨウ

				907/PCI		4		○		○		×		旧Calcomp（現Oc’e）社製プロッター用のコマンドです。

				HP-GL/2+RTL		5		○		○		○		ヒューレット・パッカード社製プロッター用のコマンドです。
ラスター・プロッターとイメージデータ出力に対応用としての機能拡張版です。 シャセイヨウシュツリョクタイオウヨウキノウカクチョウバン

				CGM
(Binary)		6		○		○		×		CGM（Computer Graphics Metafile）の「binary」の形式です。
平面図形、画像、テキストの交換に使用する国際的な標準ファイル形式です。 ケイシキ

				CGM
(Clear Text)		7		○		○		×		CGM（Computer Graphics Metafile）の「text」形式です。
平面図形、画像、テキストの交換に使用する国際的な標準ファイル形式です。 ケイシキ

				GDI		8		○		○		○		Windows OSに搭載されているグラフィックス処理を行うプログラムの1つです。このGDI がディスプレイドライバーやプリンタードライバーに、その指示を処理できる形式に変換して各ドライバーに送ることにより、画面表示や印刷が実行されます。
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出力方法分類

		

				分類 ブンルイ		直結方式 チョッケツホウシキ		ネットワーク経由方式 ケイユホウシキ

				直接出力 チョクセツシュツリョク		RS-232C		TCP/IPソケットインターフェースまたはFTP

				スプール経由 ケイユ		セントロニクス		lpr
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出力コマンドと出力方法

		

						RPORT（出力方式） シュツリョクホウシキ				RPLANG（出力コマンド） シュツリョク

										HP-GL		EP8		D-SCAN		VCGL		907/PCI		HP-
GL/2
+RTL		CGM
(Binary)		CGM
(Clear
 Text)		GDI

										0		1		2		3		4		5		6		7		8

						シリアル・ポートへ出力 シュツリョク		0		○		×		×		×		×		×		×		×		×

						シリアル・ポート及び
ファイルへ出力 オヨシュツリョク		1		○		×		×		×		×		×		×		×		×

						ファイルへ出力 シュツリョク		2		○		○		○		○		○		○		○		○		×

						TCP/IPソケットへ出力 シュツリョク		3		○（注） チュウ		○		○		×		×		○		×		×		×

						スプールへ出力 シュツリョク		4		○		○		○		○		○		○		×		×		○

						FTP出力 シュツリョク		5		○（注） チュウ		○		○		○		○		○（注） チュウ		×		×		×
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5-3 解説

		

				1		出力方式が「1」の時、または出力方式が「2」で「RPLANG = 0」の場合

						HP-GL コマンド・ファイルの出力先のパスを指定します。

						（例）RPOPT=1;C:\CSC\MCADAM

				2		出力方式が「2」で、「RPLANG = 1 ～ 7」の場合

						各コマンド・ファイルの出力先のパスを指定します。

						（例）RPOPT=2;C:\CSC\MCADAM

				3		出力方式が「3」の場合

						イーサーネットのホスト名とサービス名を"/ホスト名/サービス名" の形式で指定します。指定するホスト名、サービス名は、TCP/IP の環境設定ファイルに登録されていることが前提となります。

						（例）RPOPT=3;/plotter1/plotport1

				4		出力方式が「4」の場合

						プリント・キュー名（出力ポート名、プリンター名ともいう）を指定します。

						（例）RPOPT=4;printer1

				5		出力方式が「5」のとき

						プロッターのホスト名と手順ファイル名を、“/ホスト名/手順ファイル名” の形式で指定します。手順ファイルは、ファイル名を半角文字を使って8.3 形式で指定し、「MCRPDn.SYS」 と同じ所に作成してください。

						（手順ファイルの例） テジュンレイ

						　　　　　　　　　　　　　　　　　←open ホスト名 メイ

						　　　　　　　　　　　　　　　　　←user ユーザー　ID パスワード

						　　　　　　　　　　　　　　　　　←バイナリー・データの取り扱い トアツカ

						・「hostname」、「ftpuser」、「ftppass」は入力例です。 ニュウリョクレイ

						・openホスト名は、hostsファイルに設定されたプロッターのホスト名です。 メイセッテイメイ

						・ユーザーID、パスワードは省略できる場合があります。 ショウリャクバアイ

						（例）RPOPT=5;/plotter1/plotter1.ftp



Open hostname
user ftpuser ftppass
binary



用語解説

		

				ESC/P（Epson Standard Code for Printer）

						セイコーエプソンが開発したプリンタ制御コードの体系です。
同社のドットインパクトプリンタに最初に搭載され、その後他社も採用したため、事実上の業界標準となりました。

				GDI（Graphics device interface）

						Windows OSに搭載されているグラフィックス処理を行うプログラムの1つです。
アプリケーションとデバイスドライバーを結ぶ役割を持ちます。
アプリケーションで画面の描写や印刷などの出力処理を行うのにGDIを使用することで、GDI がディスプレイドライバーやプリンタードライバーに、その指示を処理できる形式に変換して各ドライバーに送ることにより、画面表示や印刷が実行されます。
アプリケーションションソフトの出力処理にGDIを使うことで、機種や装置による差異をGDIが吸収してくれることになります。

				HP-GL（Hewlett-Packard Graphics Language）

						ヒューレット・パッカード社（以下HP社）で開発されたペンプロッター制御用のコマンドです。
HP-GLはもともとHP社のプロッターを制御するための命令体系でした。
最も標準的なコマンドとして、多くのCADアプリケーションおよびプロッターで使用されています。

				HP-GL/2

						HP社で開発されたラスタープロッター制御用のコマンドです。
ペンプロッターをベースに考えられたHP-GLとは異なり、HP-GL/2にはラスタープロッターを想定した高度な作画機能が盛り込まれています。
また、HP-GL/2には以下の拡張機能があります。
・ベクトル作画命令の圧縮機能により、出力データ量を大幅に減少させ、パソコンの開放時間を大幅に短縮できます。
・カラーデータに対応し、カラーまたはグレースケールで印刷できます。
・コマンドを使用してHP-RTLと切替えが出来るため、ベクターデータ、イメージデー

				HP-RTL(Raster Transfer Language)

						イメージデータ（ビットマップ）を作画するために開発されたグラフィック言語です。
イメージデータはドットで構成された図形で、通常のプロッターで描画された線などで構成された図形に加えて、イメージデータを組み合わせることで、より表現力に富んだ鮮やかな描画ができます。
HP-RTLでは、膨大になりがちなイメージデータを圧縮して転送できるため、高速に描画できます。

				スプール

						印刷すべきデータを一時的に格納しておく場所で、ディスク上にあります。
スプールを使用することで、プリンタ装置が低速なために印刷を実行したプログラムが印刷完了まで待ち合わせて、ユーザが次の操作をできなくなるといったことを防ぐことができます。
スプールに格納されたデータは、他の処理を優先させながら少しずつデータを転送して、この速度差を緩和します。

				RS-232C

						パソコンに標準で搭載される最も広く使われているシリアル通信規格です。
シリアル通信とは、データを送受信するための伝送路を1本、または2本使用して、データを1ビットずつ連続的に送受信する通信方式です。
少ない信号線での接続が可能であるため、線材や中継装置のコストが抑えられるなどのメリットがあります。

				セントロニクス（Centronics interface）

						Centronics Data Computer社が開発したパラレルポートの仕様です。
パラレルポートは主にコンピュータとプリンタを接続するのに使われており、8ビットずつデータを並行に転送します。
事実上のパラレルポートの業界標準となっています。

				TCP/IP（Transmission Control Protocol/Internet Protocol）

						インターネットなどで標準的に用いられる通信プロトコル（通信手順）で、TCPとIPを組み合わせたものです。
また、TCPとIPを含むインターネット標準のプロトコル群全体の総称でもあります。

				ソケットインターフェース

						TCP/IPで通信を行うコンピュータはネットワーク内での住所にあたるIPアドレスを持っていますが、複数のコンピュータと同時に通信するために、補助アドレスとして0から65535のポート番号を用います。
ポート番号とは、インターネット上の通信において複数の相手と同時に接続を行うためにIPアドレスの下に設けられたサブ（補助）アドレスのことです。
このIPアドレスとポート番号を組み合わせたネットワークアドレスをソケットと呼び、実際のデータの送受信はこのソケット単位で行われます。

				FTP（File Transfer Protocol）

						インターネットなどのTCP/IPネットワークでファイルを転送するのに使われるプロトコルの一つ。
FTPサーバ、FTPクライアントの二種類のソフトウェアを用い、両者の間で接続を確立してファイルを送受信することができます。

				LPR （Line PRinter daemon protocol）

						TCP/IPネットワークを経由して印刷を行うプロトコルであり、LPRプロトコルを使用して印刷を行うためのコマンド名でもあります。
LPRプロトコルはネットワーク上の他のコンピュータ（プリントサーバ）に接続したプリンタに印刷を行わせるためのプロトコルで、主にUNIX系OSで使用されているほか、Windows OSでも使用できます。
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2. カラー出力で使用する色の定義方法

91

0 1 2
HP-GL 0 出力不可 出力不可 出力不可
EP8 1 ○ × × 　（注）×は指定不可の意
D-SCAN 2 ○ ○ ×
VCGL 3 ○ × ×
907/PCI 4 × ○ ×
HP-GL/2+RTL 5 × ○ ○
CGM
(Binary) 6 出力不可 出力不可 出力不可
CGM
(Clear Text) 7 出力不可 出力不可 出力不可
GDI 8 出力不可 出力不可 出力不可

RPCTYPE = 設定値 0 出力色データ定義ファイルを使用して色番号を決定（テーブル参照方式）
（色の定義方法）　　 1 RGBから直接計算して色番号を決定（３原色算定方式）

2 ペン番号の色を線幅に変換して出力する
（色に適応する線幅はキーワード「RPCPWT」で指定します）

出力コマンド
RPLANG
設定値

RPCTYPE設定値


Sheet1

				出力コマンド シュツリョク		RPLANG
設定値 セッテイチ		RPCTYPE設定値 セッテイチ

								0		1		2

				HP-GL		0		出力不可 シュツリョク フカ		出力不可 シュツリョク フカ		出力不可 シュツリョク フカ

				EP8		1		○		×		×		　（注）×は指定不可の意 チュウ シテイ フカ イ

				D-SCAN		2		○		○		×

				VCGL		3		○		×		×

				907/PCI		4		×		○		×

				HP-GL/2+RTL		5		×		○		○

				CGM
(Binary)		6		出力不可 シュツリョク フカ		出力不可 シュツリョク フカ		出力不可 シュツリョク フカ

				CGM
(Clear Text)		7		出力不可 シュツリョク フカ		出力不可 シュツリョク フカ		出力不可 シュツリョク フカ

				GDI		8		出力不可 シュツリョク フカ		出力不可 シュツリョク フカ		出力不可 シュツリョク フカ

				RPCTYPE = 設定値 セッテイチ		0		出力色データ定義ファイルを使用して色番号を決定（テーブル参照方式） シュツリョク イロ テイギ シヨウ イロ バンゴウ ケッテイ サンショウ ホウシキ

				（色の定義方法）　　		1		RGBから直接計算して色番号を決定（３原色算定方式） チョクセツ ケイサン イロ バンゴウ ケッテイ ゲンショク サンテイ ホウシキ

						2		ペン番号の色を線幅に変換して出力する バンゴウ イロ センハバ ヘンカン シュツリョク

								（色に適応する線幅はキーワード「RPCPWT」で指定します） イロ テキオウ センハバ シテイ
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3. 出力コマンドと出力方式の関係

92

• 出力方式および出力先については、「MCRPDn.SYSのキーワード「RPOPT」で設定します。
• RPDではコマンドによりサポートされている出力方式が異なります。サポートされている

コマンドと出力方式の詳細については、『ラスター・プロッター・ドライバー解説書』の
「1.2 使用コマンドと出力方式」をご参照ください。

対応していない出力機種があります。

HP-GL EP8 D-SCAN VCGL 907/PCI HP-
GL/2
+RTL

CGM
(Binary)

CGM
(Clear
 Text)

GDI

0 1 2 3 4 5 6 7 8

シリアル・ポートへ出力 0 ○ × × × × × × × ×

シリアル・ポート及び
ファイルへ出力

1 ○ × × × × × × × ×

ファイルへ出力 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

TCP/IPソケットへ出力 3 ○（注） ○ ○ × × ○ × × ×

スプールへ出力 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

FTP出力 5 ○（注） ○ ○ ○ ○ ○（注） × × ×

MCRPDn.SYS キーワード「RPLANG」（出力コマンド）
MCRPDn.SYS

キーワード「RPORT」
（出力方式）


全体図

		

				出力コマンド		出力ドライバー シュツリョク		特長 トクチョウ		留意点 リュウイテン

				プリンター出力
（GDI出力、ESC/P出力）		メニュー・バー
【画面印刷】		・最も手軽な出力方法です。
・画面に表示されている全てのデータをプリンターに出力します。 ホウホウガメンヒョウジスベシュツリョク		・出力結果が比較的荒い（ディスプレイの解像度に依存して、画像データで出力するため）。
・出力品質はプリンターのドライバーにも依存します。 ヒカクテキシュツリョクヒンシツイゾン

						メニュー・バー
【印刷】		・アクティブな図面ウィンドウに表示されている状態を、そのままプリンターに出力します。
・Windows OSライクの出力設定です（プレビューで位置、スケールなどの微調整が可能）。		・細、中、太線の線幅が出力されません（表示状態をそのまま出力するため）。
・出力品質はプリンターのドライバーにも依存します。

						メニュー・バー
【簡易出力】 カンイシュツリョク		・プロットデータを定義せずにアクティブ・ウィンドウ全体や領域指定でプリンター出力できます。
・細、中、太線の線幅で出力できます。
・カラー印刷も可能です。 インサツカノウ		・出力品質はプリンターのドライバーにも依存します。

						mcprtw.exe を使う		・線種や注記などに対し、きめ細かい出力が可能です。		・環境設定、出力操作がメニュー・バー【画面印刷】、【印刷】に比べて少し複雑です。

						mcrpd.exe
（オプション）を使う		・線種や注記などに対し、きめ細かい出力が可能です。
・カラー、イメージ出力可能です。
・A0,A1の出力をサポートしています。		・環境設定、出力操作がメニュー・バー【画面印刷】、【印刷】に比べて少し複雑です。
・長尺出力は不可です。
・オプション･モジュール製品です（別売）。 チョウジャクシュツリョクフカセイヒン

				プロッター出力
（HP-GL出力、
　EP8出力、
　D-SCAN出力、
　VCGL出力、
　907/PCI出力、
　HP-GL/2+RTL出力、　
　CGM出力） シュツリョクシュツリョクシュツリョクシュツリョクシュツリョクシュツリョク		mcpen.exe を使う		・「HP-GL」で様々な図面要素に対し、きめ細かい出力が可能です。		・接続形態はRS-232Cのみです。
・出力時間がかかる傾向があります。 ケイコウ

						mcrpd.exe
（オプション）を使う		・各プロッターメーカー固有の出力コマンドで出力可能です。
・ネットワーク環境（TCP/IP, LPR, FTP）での出力が可能です。
・カラー、イメージ出力可能です。		・オプション･モジュール製品です（別売）。
・出力速度が速いです。
・長尺出力が可能です。 セイヒン

				ファイル出力
（HP-GLファイル）		HP-GLファイル出力
mcglf.exe		・出力した「HP-GL」ファイルは、D&Dがない環境でも出力可能です。
・図面データの受け渡しに使用できます。
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メニューバー
【ファイル】［印刷］

ファンクション
＜出力＞



出力ドライバー

		

				出力ドライバー シュツリョク		名称 メイショウ		特長 トクチョウ

				mcprtv.exe		ESC/P対応プリンター出力モジュール		プリンター用のプロット・ファイルをESC/PI対応のプリンター（Windows OSで認識されているプリンター）へ出力します。 ヨウタイオウニンシキシュツリョク

				mcprtw.exe		GDI対応プリンター
出力モジュール タイオウシュツリョク		プリンター用のプロット・ファイルをGDI対応プリンター（Windows OSで認識されているプリンター）へ出力します。 ヨウタイオウニンシキシュツリョク

				mcpen.exe		ペン・プロット・
モジュール		ペン・プロット用のプロット・ファイルをRS-232Cに接続されたプロッターへ「HP-GL」コマンドで出力します。 ヨウセツゾクシュツリョク

				mcglf.exe		HP-GLファイル
作成モジュール サクセイ		ペン・プロット用のプロット・ファイルを「HP-GL」フォーマットのファイルに出力します。 ヨウシュツリョク

				mcrpd.exe
（オプション）		ラスター・プロッター・
ドライバー（RPD）		ペン・プロット用のプロット・ファイルをネットワーク上にあるプロッターやRS-232Cに接続されたプロッターへ「HP-GL」コマンドまたはプロッター・メーカー独自のネイティブ・コマンドで出力します。GDI、CGMコマンドも出力可能です。 ヨウジョウセツゾクドクジシュツリョクシュツリョクカノウ
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出力コマンド(1)

		

				出力コマンド シュツリョク		RPLANG
設定値 セッテイチ		RPORT（出力方式）												出力モード シュツリョク						概要 ガイヨウ

								0		1		2		3		4		5		白黒 シロクロ		カラー		ラスター

				HP-GL		0		○		○		○		○
（注） チュウ		○		○
（注） チュウ		○		○		×		ヒューレット・パッカード社製ペンプロッター制御用のコマンドです。

				EP8		1		×		×		○		○		○		○		○		○		×		東洋産業社製プロッター（DRASTEM）のコマンドです。 トウヨウサンギョウシャセイ

				D-SCAN		2		×		×		○		○		○		○		○		○		○		セイコーアイ・インフォテック社製プロッター用（D-SCAN）のコマンドです。

				VCGL		3		×		×		○		×		○		○		○		○		×		富士ゼロックス社製プロッター用のコマンドです。 フジシャセイヨウ

				907/PCI		4		×		×		○		×		○		○		○		○		×		旧Calcomp（現Oc’e）社製プロッター用のコマンドです。

				HP-GL/2+RTL		5		×		×		○		○		○		○
（注） チュウ		○		○		○		ヒューレット・パッカード社製プロッター用のコマンドです。
ラスター・プロッターとイメージデータ出力に対応用としての機能拡張版です。 シャセイヨウシュツリョクタイオウヨウキノウカクチョウバン

				CGM
(Binary)		6		×		×		○		×		×		×		○		○		×		CGM（Computer Graphics Metafile）の「binary」の形式です。
平面図形、画像、テキストの交換に使用する国際的な標準ファイル形式です。 ケイシキ

				CGM
(Clear Text)		7		×		×		○		×		×		×		○		○		×		CGM（Computer Graphics Metafile）の「text」形式です。
平面図形、画像、テキストの交換に使用する国際的な標準ファイル形式です。 ケイシキ

				GDI		8		×		×		×		×		○		×		○		○		○		Windows OSに搭載されているグラフィックス処理を行うプログラムの1つです。このGDI がディスプレイドライバーやプリンタードライバーに、その指示を処理できる形式に変換して各ドライバーに送ることにより、画面表示や印刷が実行されます。

								#		RPORT（出力方式） シュツリョクホウシキ

								0		シリアル・ポートへ出力 シュツリョク

								1		シリアル・ポート及びファイルへ出力 オヨシュツリョク

								2		ファイルへ出力 シュツリョク

								3		TCP/IPソケットへ出力 シュツリョク

								4		スプールへ出力 シュツリョク

								5		FTP出力 シュツリョク
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出力コマンド (2)

		

				出力コマンド シュツリョク		RPLANG
設定値 セッテイチ		出力モード シュツリョク						概要 ガイヨウ

								白黒 シロクロ		カラー		ラスター

				HP-GL		0		○		○		×		ヒューレット・パッカード社製ペンプロッター制御用のコマンドです。

				EP8		1		○		○		×		東洋産業社製プロッター（DRASTEM）のコマンドです。 トウヨウサンギョウシャセイ

				D-SCAN		2		○		○		○		セイコーアイ・インフォテック社製プロッター用（D-SCAN）のコマンドです。

				VCGL		3		○		○		×		富士ゼロックス社製プロッター用のコマンドです。
　　　　　　　 フジシャセイヨウ

				907/PCI		4		○		○		×		旧Calcomp（現Oc’e）社製プロッター用のコマンドです。

				HP-GL/2+RTL		5		○		○		○		ヒューレット・パッカード社製プロッター用のコマンドです。
ラスター・プロッターとイメージデータ出力に対応用としての機能拡張版です。 シャセイヨウシュツリョクタイオウヨウキノウカクチョウバン

				CGM
(Binary)		6		○		○		×		CGM（Computer Graphics Metafile）の「binary」の形式です。
平面図形、画像、テキストの交換に使用する国際的な標準ファイル形式です。 ケイシキ

				CGM
(Clear Text)		7		○		○		×		CGM（Computer Graphics Metafile）の「text」形式です。
平面図形、画像、テキストの交換に使用する国際的な標準ファイル形式です。 ケイシキ

				GDI		8		○		○		○		Windows OSに搭載されているグラフィックス処理を行うプログラムの1つです。このGDI がディスプレイドライバーやプリンタードライバーに、その指示を処理できる形式に変換して各ドライバーに送ることにより、画面表示や印刷が実行されます。
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出力方法分類

		

				分類 ブンルイ		直結方式 チョッケツホウシキ		ネットワーク経由方式 ケイユホウシキ

				直接出力 チョクセツシュツリョク		RS-232C		TCP/IPソケットインターフェースまたはFTP

				スプール経由 ケイユ		セントロニクス		lpr



&F



出力コマンドと出力方法

		

						MCRPDn.SYS
キーワード「RPORT」
（出力方式） シュツリョクホウシキ				MCRPDn.SYS キーワード「RPLANG」（出力コマンド） シュツリョク

										HP-GL		EP8		D-SCAN		VCGL		907/PCI		HP-
GL/2
+RTL		CGM
(Binary)		CGM
(Clear
 Text)		GDI

										0		1		2		3		4		5		6		7		8

						シリアル・ポートへ出力 シュツリョク		0		○		×		×		×		×		×		×		×		×

						シリアル・ポート及び
ファイルへ出力 オヨシュツリョク		1		○		×		×		×		×		×		×		×		×

						ファイルへ出力 シュツリョク		2		○		○		○		○		○		○		○		○		×

						TCP/IPソケットへ出力 シュツリョク		3		○（注） チュウ		○		○		×		×		○		×		×		×

						スプールへ出力 シュツリョク		4		○		○		○		○		○		○		×		×		○

						FTP出力 シュツリョク		5		○（注） チュウ		○		○		○		○		○（注） チュウ		×		×		×
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5-3 解説

		

				1		出力方式が「1」の時、または出力方式が「2」で「RPLANG = 0」の場合

						HP-GL コマンド・ファイルの出力先のパスを指定します。

						（例）RPOPT=1;C:\CSC\MCADAM

				2		出力方式が「2」で、「RPLANG = 1 ～ 7」の場合

						各コマンド・ファイルの出力先のパスを指定します。

						（例）RPOPT=2;C:\CSC\MCADAM

				3		出力方式が「3」の場合

						イーサーネットのホスト名とサービス名を"/ホスト名/サービス名" の形式で指定します。指定するホスト名、サービス名は、TCP/IP の環境設定ファイルに登録されていることが前提となります。

						（例）RPOPT=3;/plotter1/plotport1

				4		出力方式が「4」の場合

						プリント・キュー名（出力ポート名、プリンター名ともいう）を指定します。

						（例）RPOPT=4;printer1

				5		出力方式が「5」のとき

						プロッターのホスト名と手順ファイル名を、“/ホスト名/手順ファイル名” の形式で指定します。手順ファイルは、ファイル名を半角文字を使って8.3 形式で指定し、「MCRPDn.SYS」 と同じ所に作成してください。

						（手順ファイルの例） テジュンレイ

						　　　　　　　　　　　　　　　　　←open ホスト名 メイ

						　　　　　　　　　　　　　　　　　←user ユーザー　ID パスワード

						　　　　　　　　　　　　　　　　　←バイナリー・データの取り扱い トアツカ

						・「hostname」、「ftpuser」、「ftppass」は入力例です。 ニュウリョクレイ

						・openホスト名は、hostsファイルに設定されたプロッターのホスト名です。 メイセッテイメイ

						・ユーザーID、パスワードは省略できる場合があります。 ショウリャクバアイ

						（例）RPOPT=5;/plotter1/plotter1.ftp



Open hostname
user ftpuser ftppass
binary



用語解説

		

				ESC/P（Epson Standard Code for Printer）

						セイコーエプソンが開発したプリンタ制御コードの体系です。
同社のドットインパクトプリンタに最初に搭載され、その後他社も採用したため、事実上の業界標準となりました。

				GDI（Graphics device interface）

						Windows OSに搭載されているグラフィックス処理を行うプログラムの1つです。
アプリケーションとデバイスドライバーを結ぶ役割を持ちます。
アプリケーションで画面の描写や印刷などの出力処理を行うのにGDIを使用することで、GDI がディスプレイドライバーやプリンタードライバーに、その指示を処理できる形式に変換して各ドライバーに送ることにより、画面表示や印刷が実行されます。
アプリケーションションソフトの出力処理にGDIを使うことで、機種や装置による差異をGDIが吸収してくれることになります。

				HP-GL（Hewlett-Packard Graphics Language）

						ヒューレット・パッカード社（以下HP社）で開発されたペンプロッター制御用のコマンドです。
HP-GLはもともとHP社のプロッターを制御するための命令体系でした。
最も標準的なコマンドとして、多くのCADアプリケーションおよびプロッターで使用されています。

				HP-GL/2

						HP社で開発されたラスタープロッター制御用のコマンドです。
ペンプロッターをベースに考えられたHP-GLとは異なり、HP-GL/2にはラスタープロッターを想定した高度な作画機能が盛り込まれています。
また、HP-GL/2には以下の拡張機能があります。
・ベクトル作画命令の圧縮機能により、出力データ量を大幅に減少させ、パソコンの開放時間を大幅に短縮できます。
・カラーデータに対応し、カラーまたはグレースケールで印刷できます。
・コマンドを使用してHP-RTLと切替えが出来るため、ベクターデータ、イメージデー

				HP-RTL(Raster Transfer Language)

						イメージデータ（ビットマップ）を作画するために開発されたグラフィック言語です。
イメージデータはドットで構成された図形で、通常のプロッターで描画された線などで構成された図形に加えて、イメージデータを組み合わせることで、より表現力に富んだ鮮やかな描画ができます。
HP-RTLでは、膨大になりがちなイメージデータを圧縮して転送できるため、高速に描画できます。

				スプール

						印刷すべきデータを一時的に格納しておく場所で、ディスク上にあります。
スプールを使用することで、プリンタ装置が低速なために印刷を実行したプログラムが印刷完了まで待ち合わせて、ユーザが次の操作をできなくなるといったことを防ぐことができます。
スプールに格納されたデータは、他の処理を優先させながら少しずつデータを転送して、この速度差を緩和します。

				RS-232C

						パソコンに標準で搭載される最も広く使われているシリアル通信規格です。
シリアル通信とは、データを送受信するための伝送路を1本、または2本使用して、データを1ビットずつ連続的に送受信する通信方式です。
少ない信号線での接続が可能であるため、線材や中継装置のコストが抑えられるなどのメリットがあります。

				セントロニクス（Centronics interface）

						Centronics Data Computer社が開発したパラレルポートの仕様です。
パラレルポートは主にコンピュータとプリンタを接続するのに使われており、8ビットずつデータを並行に転送します。
事実上のパラレルポートの業界標準となっています。

				TCP/IP（Transmission Control Protocol/Internet Protocol）

						インターネットなどで標準的に用いられる通信プロトコル（通信手順）で、TCPとIPを組み合わせたものです。
また、TCPとIPを含むインターネット標準のプロトコル群全体の総称でもあります。

				ソケットインターフェース

						TCP/IPで通信を行うコンピュータはネットワーク内での住所にあたるIPアドレスを持っていますが、複数のコンピュータと同時に通信するために、補助アドレスとして0から65535のポート番号を用います。
ポート番号とは、インターネット上の通信において複数の相手と同時に接続を行うためにIPアドレスの下に設けられたサブ（補助）アドレスのことです。
このIPアドレスとポート番号を組み合わせたネットワークアドレスをソケットと呼び、実際のデータの送受信はこのソケット単位で行われます。

				FTP（File Transfer Protocol）

						インターネットなどのTCP/IPネットワークでファイルを転送するのに使われるプロトコルの一つ。
FTPサーバ、FTPクライアントの二種類のソフトウェアを用い、両者の間で接続を確立してファイルを送受信することができます。

				LPR （Line PRinter daemon protocol）

						TCP/IPネットワークを経由して印刷を行うプロトコルであり、LPRプロトコルを使用して印刷を行うためのコマンド名でもあります。
LPRプロトコルはネットワーク上の他のコンピュータ（プリントサーバ）に接続したプリンタに印刷を行わせるためのプロトコルで、主にUNIX系OSで使用されているほか、Windows OSでも使用できます。
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4. 出力方式の設定例（3. の解説）

93

1 出力方式が「1」の時、または出力方式が「2」で「RPLANG = 0」の場合
HP-GL コマンド・ファイルの出力先のパスを指定します。
（例）RPOPT=1;C:\CSC\MCADAM

2 出力方式が「2」で、「RPLANG = 1 ～ 7」の場合
各コマンド・ファイルの出力先のパスを指定します。
（例）RPOPT=2;C:\CSC\MCADAM

3 出力方式が「3」の場合
イーサーネットのホスト名とサービス名を"/ホスト名/サービス名" の形式で指定します。指定するホスト名、サービス名は、
TCP/IP の環境設定ファイルに登録されていることが前提となります。
（例）RPOPT=3;/plotter1/plotport1

4 出力方式が「4」の場合
プリント・キュー名（出力ポート名、プリンター名ともいう）を指定します。
（例）RPOPT=4;printer1

5 出力方式が「5」のとき
プロッターのホスト名と手順ファイル名を、“/ホスト名/手順ファイル名” の形式で指定します。手順ファイルは、ファイル名を半角
文字を使って8.3 形式で指定し、「MCRPDn.SYS」 と同じ所に作成してください。
（手順ファイルの例）

　　　　　　　　　　　　　　　　　←open ホスト名
　　　　　　　　　　　　　　　　　←user ユーザー　ID パスワード
　　　　　　　　　　　　　　　　　←バイナリー・データの取り扱い

・「hostname」、「ftpuser」、「ftppass」は入力例です。
・openホスト名は、hostsファイルに設定されたプロッターのホスト名です。
・ユーザーID、パスワードは省略できる場合があります。
（例）RPOPT=5;/plotter1/plotter1.ftp

Open hostname
user ftpuser ftppass
binary


全体図

		

				出力コマンド		出力ドライバー シュツリョク		特長 トクチョウ		留意点 リュウイテン

				プリンター出力
（GDI出力、ESC/P出力）		メニュー・バー
【画面印刷】		・最も手軽な出力方法です。
・画面に表示されている全てのデータをプリンターに出力します。 ホウホウガメンヒョウジスベシュツリョク		・出力結果が比較的荒い（ディスプレイの解像度に依存して、画像データで出力するため）。
・出力品質はプリンターのドライバーにも依存します。 ヒカクテキシュツリョクヒンシツイゾン

						メニュー・バー
【印刷】		・アクティブな図面ウィンドウに表示されている状態を、そのままプリンターに出力します。
・Windows OSライクの出力設定です（プレビューで位置、スケールなどの微調整が可能）。		・細、中、太線の線幅が出力されません（表示状態をそのまま出力するため）。
・出力品質はプリンターのドライバーにも依存します。

						メニュー・バー
【簡易出力】 カンイシュツリョク		・プロットデータを定義せずにアクティブ・ウィンドウ全体や領域指定でプリンター出力できます。
・細、中、太線の線幅で出力できます。
・カラー印刷も可能です。 インサツカノウ		・出力品質はプリンターのドライバーにも依存します。

						mcprtw.exe を使う		・線種や注記などに対し、きめ細かい出力が可能です。		・環境設定、出力操作がメニュー・バー【画面印刷】、【印刷】に比べて少し複雑です。

						mcrpd.exe
（オプション）を使う		・線種や注記などに対し、きめ細かい出力が可能です。
・カラー、イメージ出力可能です。
・A0,A1の出力をサポートしています。		・環境設定、出力操作がメニュー・バー【画面印刷】、【印刷】に比べて少し複雑です。
・長尺出力は不可です。
・オプション･モジュール製品です（別売）。 チョウジャクシュツリョクフカセイヒン

				プロッター出力
（HP-GL出力、
　EP8出力、
　D-SCAN出力、
　VCGL出力、
　907/PCI出力、
　HP-GL/2+RTL出力、　
　CGM出力） シュツリョクシュツリョクシュツリョクシュツリョクシュツリョクシュツリョク		mcpen.exe を使う		・「HP-GL」で様々な図面要素に対し、きめ細かい出力が可能です。		・接続形態はRS-232Cのみです。
・出力時間がかかる傾向があります。 ケイコウ

						mcrpd.exe
（オプション）を使う		・各プロッターメーカー固有の出力コマンドで出力可能です。
・ネットワーク環境（TCP/IP, LPR, FTP）での出力が可能です。
・カラー、イメージ出力可能です。		・オプション･モジュール製品です（別売）。
・出力速度が速いです。
・長尺出力が可能です。 セイヒン

				ファイル出力
（HP-GLファイル）		HP-GLファイル出力
mcglf.exe		・出力した「HP-GL」ファイルは、D&Dがない環境でも出力可能です。
・図面データの受け渡しに使用できます。
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メニューバー
【ファイル】［印刷］

ファンクション
＜出力＞



出力ドライバー

		

				出力ドライバー シュツリョク		名称 メイショウ		特長 トクチョウ

				mcprtv.exe		ESC/P対応プリンター出力モジュール		プリンター用のプロット・ファイルをESC/PI対応のプリンター（Windows OSで認識されているプリンター）へ出力します。 ヨウタイオウニンシキシュツリョク

				mcprtw.exe		GDI対応プリンター
出力モジュール タイオウシュツリョク		プリンター用のプロット・ファイルをGDI対応プリンター（Windows OSで認識されているプリンター）へ出力します。 ヨウタイオウニンシキシュツリョク

				mcpen.exe		ペン・プロット・
モジュール		ペン・プロット用のプロット・ファイルをRS-232Cに接続されたプロッターへ「HP-GL」コマンドで出力します。 ヨウセツゾクシュツリョク

				mcglf.exe		HP-GLファイル
作成モジュール サクセイ		ペン・プロット用のプロット・ファイルを「HP-GL」フォーマットのファイルに出力します。 ヨウシュツリョク

				mcrpd.exe
（オプション）		ラスター・プロッター・
ドライバー（RPD）		ペン・プロット用のプロット・ファイルをネットワーク上にあるプロッターやRS-232Cに接続されたプロッターへ「HP-GL」コマンドまたはプロッター・メーカー独自のネイティブ・コマンドで出力します。GDI、CGMコマンドも出力可能です。 ヨウジョウセツゾクドクジシュツリョクシュツリョクカノウ
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出力コマンド(1)

		

				出力コマンド シュツリョク		RPLANG
設定値 セッテイチ		RPORT（出力方式）												出力モード シュツリョク						概要 ガイヨウ

								0		1		2		3		4		5		白黒 シロクロ		カラー		ラスター

				HP-GL		0		○		○		○		○
（注） チュウ		○		○
（注） チュウ		○		○		×		ヒューレット・パッカード社製ペンプロッター制御用のコマンドです。

				EP8		1		×		×		○		○		○		○		○		○		×		東洋産業社製プロッター（DRASTEM）のコマンドです。 トウヨウサンギョウシャセイ

				D-SCAN		2		×		×		○		○		○		○		○		○		○		セイコーアイ・インフォテック社製プロッター用（D-SCAN）のコマンドです。

				VCGL		3		×		×		○		×		○		○		○		○		×		富士ゼロックス社製プロッター用のコマンドです。 フジシャセイヨウ

				907/PCI		4		×		×		○		×		○		○		○		○		×		旧Calcomp（現Oc’e）社製プロッター用のコマンドです。

				HP-GL/2+RTL		5		×		×		○		○		○		○
（注） チュウ		○		○		○		ヒューレット・パッカード社製プロッター用のコマンドです。
ラスター・プロッターとイメージデータ出力に対応用としての機能拡張版です。 シャセイヨウシュツリョクタイオウヨウキノウカクチョウバン

				CGM
(Binary)		6		×		×		○		×		×		×		○		○		×		CGM（Computer Graphics Metafile）の「binary」の形式です。
平面図形、画像、テキストの交換に使用する国際的な標準ファイル形式です。 ケイシキ

				CGM
(Clear Text)		7		×		×		○		×		×		×		○		○		×		CGM（Computer Graphics Metafile）の「text」形式です。
平面図形、画像、テキストの交換に使用する国際的な標準ファイル形式です。 ケイシキ

				GDI		8		×		×		×		×		○		×		○		○		○		Windows OSに搭載されているグラフィックス処理を行うプログラムの1つです。このGDI がディスプレイドライバーやプリンタードライバーに、その指示を処理できる形式に変換して各ドライバーに送ることにより、画面表示や印刷が実行されます。

								#		RPORT（出力方式） シュツリョクホウシキ

								0		シリアル・ポートへ出力 シュツリョク

								1		シリアル・ポート及びファイルへ出力 オヨシュツリョク

								2		ファイルへ出力 シュツリョク

								3		TCP/IPソケットへ出力 シュツリョク

								4		スプールへ出力 シュツリョク

								5		FTP出力 シュツリョク
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出力コマンド (2)

		

				出力コマンド シュツリョク		RPLANG
設定値 セッテイチ		出力モード シュツリョク						概要 ガイヨウ

								白黒 シロクロ		カラー		ラスター

				HP-GL		0		○		○		×		ヒューレット・パッカード社製ペンプロッター制御用のコマンドです。

				EP8		1		○		○		×		東洋産業社製プロッター（DRASTEM）のコマンドです。 トウヨウサンギョウシャセイ

				D-SCAN		2		○		○		○		セイコーアイ・インフォテック社製プロッター用（D-SCAN）のコマンドです。

				VCGL		3		○		○		×		富士ゼロックス社製プロッター用のコマンドです。 フジシャセイヨウ

				907/PCI		4		○		○		×		旧Calcomp（現Oc’e）社製プロッター用のコマンドです。

				HP-GL/2+RTL		5		○		○		○		ヒューレット・パッカード社製プロッター用のコマンドです。
ラスター・プロッターとイメージデータ出力に対応用としての機能拡張版です。 シャセイヨウシュツリョクタイオウヨウキノウカクチョウバン

				CGM
(Binary)		6		○		○		×		CGM（Computer Graphics Metafile）の「binary」の形式です。
平面図形、画像、テキストの交換に使用する国際的な標準ファイル形式です。 ケイシキ

				CGM
(Clear Text)		7		○		○		×		CGM（Computer Graphics Metafile）の「text」形式です。
平面図形、画像、テキストの交換に使用する国際的な標準ファイル形式です。 ケイシキ

				GDI		8		○		○		○		Windows OSに搭載されているグラフィックス処理を行うプログラムの1つです。このGDI がディスプレイドライバーやプリンタードライバーに、その指示を処理できる形式に変換して各ドライバーに送ることにより、画面表示や印刷が実行されます。
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出力方法分類

		

				分類 ブンルイ		直結方式 チョッケツホウシキ		ネットワーク経由方式 ケイユホウシキ

				直接出力 チョクセツシュツリョク		RS-232C		TCP/IPソケットインターフェースまたはFTP

				スプール経由 ケイユ		セントロニクス		lpr
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出力コマンドと出力方法

		

						RPORT（出力方式） シュツリョクホウシキ				RPLANG（出力コマンド） シュツリョク

										HP-GL		EP8		D-SCAN		VCGL		907/PCI		HP-
GL/2
+RTL		CGM
(Binary)		CGM
(Clear
 Text)		GDI

										0		1		2		3		4		5		6		7		8

						シリアル・ポートへ出力 シュツリョク		0		○		×		×		×		×		×		×		×		×

						シリアル・ポート及びファイルへ出力 オヨシュツリョク		1		○		×		×		×		×		×		×		×		×

						ファイルへ出力 シュツリョク		2		○		○		○		○		○		○		○		○		×

						TCP/IPソケットへ出力 シュツリョク		3		○（注） チュウ		○		○		×		×		○		×		×		×

						スプールへ出力 シュツリョク		4		○		○		○		○		○		○		×		×		○

						FTP出力 シュツリョク		5		○（注） チュウ		○		○		○		○		○（注） チュウ		×		×		×
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5-3 解説

		

				1		出力方式が「1」の時、または出力方式が「2」で「RPLANG = 0」の場合

						HP-GL コマンド・ファイルの出力先のパスを指定します。

						（例）RPOPT=1;C:\CSC\MCADAM

				2		出力方式が「2」で、「RPLANG = 1 ～ 7」の場合

						各コマンド・ファイルの出力先のパスを指定します。

						（例）RPOPT=2;C:\CSC\MCADAM

				3		出力方式が「3」の場合

						イーサーネットのホスト名とサービス名を"/ホスト名/サービス名" の形式で指定します。指定するホスト名、サービス名は、TCP/IP の環境設定ファイルに登録されていることが前提となります。

						（例）RPOPT=3;/plotter1/plotport1

				4		出力方式が「4」の場合

						プリント・キュー名（出力ポート名、プリンター名ともいう）を指定します。

						（例）RPOPT=4;printer1

				5		出力方式が「5」のとき

						プロッターのホスト名と手順ファイル名を、“/ホスト名/手順ファイル名” の形式で指定します。手順ファイルは、ファイル名を半角文字を使って8.3 形式で指定し、「MCRPDn.SYS」 と同じ所に作成してください。

						（手順ファイルの例） テジュンレイ

						　　　　　　　　　　　　　　　　　←open ホスト名 メイ

						　　　　　　　　　　　　　　　　　←user ユーザー　ID パスワード

						　　　　　　　　　　　　　　　　　←バイナリー・データの取り扱い トアツカ

						・「hostname」、「ftpuser」、「ftppass」は入力例です。 ニュウリョクレイ

						・openホスト名は、hostsファイルに設定されたプロッターのホスト名です。 メイセッテイメイ

						・ユーザーID、パスワードは省略できる場合があります。 ショウリャクバアイ

						（例）RPOPT=5;/plotter1/plotter1.ftp



Open hostname
user ftpuser ftppass
binary



用語解説

		

				ESC/P（Epson Standard Code for Printer）

						セイコーエプソンが開発したプリンタ制御コードの体系です。
同社のドットインパクトプリンタに最初に搭載され、その後他社も採用したため、事実上の業界標準となりました。

				GDI（Graphics device interface）

						Windows OSに搭載されているグラフィックス処理を行うプログラムの1つです。
アプリケーションとデバイスドライバーを結ぶ役割を持ちます。
アプリケーションで画面の描写や印刷などの出力処理を行うのにGDIを使用することで、GDI がディスプレイドライバーやプリンタードライバーに、その指示を処理できる形式に変換して各ドライバーに送ることにより、画面表示や印刷が実行されます。
アプリケーションションソフトの出力処理にGDIを使うことで、機種や装置による差異をGDIが吸収してくれることになります。

				HP-GL（Hewlett-Packard Graphics Language）

						ヒューレット・パッカード社（以下HP社）で開発されたペンプロッター制御用のコマンドです。
HP-GLはもともとHP社のプロッターを制御するための命令体系でした。
最も標準的なコマンドとして、多くのCADアプリケーションおよびプロッターで使用されています。

				HP-GL/2

						HP社で開発されたラスタープロッター制御用のコマンドです。
ペンプロッターをベースに考えられたHP-GLとは異なり、HP-GL/2にはラスタープロッターを想定した高度な作画機能が盛り込まれています。
また、HP-GL/2には以下の拡張機能があります。
・ベクトル作画命令の圧縮機能により、出力データ量を大幅に減少させ、パソコンの開放時間を大幅に短縮できます。
・カラーデータに対応し、カラーまたはグレースケールで印刷できます。
・コマンドを使用してHP-RTLと切替えが出来るため、ベクターデータ、イメージデー

				HP-RTL(Raster Transfer Language)

						イメージデータ（ビットマップ）を作画するために開発されたグラフィック言語です。
イメージデータはドットで構成された図形で、通常のプロッターで描画された線などで構成された図形に加えて、イメージデータを組み合わせることで、より表現力に富んだ鮮やかな描画ができます。
HP-RTLでは、膨大になりがちなイメージデータを圧縮して転送できるため、高速に描画できます。

				スプール

						印刷すべきデータを一時的に格納しておく場所で、ディスク上にあります。
スプールを使用することで、プリンタ装置が低速なために印刷を実行したプログラムが印刷完了まで待ち合わせて、ユーザが次の操作をできなくなるといったことを防ぐことができます。
スプールに格納されたデータは、他の処理を優先させながら少しずつデータを転送して、この速度差を緩和します。

				RS-232C

						パソコンに標準で搭載される最も広く使われているシリアル通信規格です。
シリアル通信とは、データを送受信するための伝送路を1本、または2本使用して、データを1ビットずつ連続的に送受信する通信方式です。
少ない信号線での接続が可能であるため、線材や中継装置のコストが抑えられるなどのメリットがあります。

				セントロニクス（Centronics interface）

						Centronics Data Computer社が開発したパラレルポートの仕様です。
パラレルポートは主にコンピュータとプリンタを接続するのに使われており、8ビットずつデータを並行に転送します。
事実上のパラレルポートの業界標準となっています。

				TCP/IP（Transmission Control Protocol/Internet Protocol）

						インターネットなどで標準的に用いられる通信プロトコル（通信手順）で、TCPとIPを組み合わせたものです。
また、TCPとIPを含むインターネット標準のプロトコル群全体の総称でもあります。

				ソケットインターフェース

						TCP/IPで通信を行うコンピュータはネットワーク内での住所にあたるIPアドレスを持っていますが、複数のコンピュータと同時に通信するために、補助アドレスとして0から65535のポート番号を用います。
ポート番号とは、インターネット上の通信において複数の相手と同時に接続を行うためにIPアドレスの下に設けられたサブ（補助）アドレスのことです。
このIPアドレスとポート番号を組み合わせたネットワークアドレスをソケットと呼び、実際のデータの送受信はこのソケット単位で行われます。

				FTP（File Transfer Protocol）

						インターネットなどのTCP/IPネットワークでファイルを転送するのに使われるプロトコルの一つ。
FTPサーバ、FTPクライアントの二種類のソフトウェアを用い、両者の間で接続を確立してファイルを送受信することができます。

				LPR （Line PRinter daemon protocol）

						TCP/IPネットワークを経由して印刷を行うプロトコルであり、LPRプロトコルを使用して印刷を行うためのコマンド名でもあります。
LPRプロトコルはネットワーク上の他のコンピュータ（プリントサーバ）に接続したプリンタに印刷を行わせるためのプロトコルで、主にUNIX系OSで使用されているほか、Windows OSでも使用できます。
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5. RPDによる出力の模式図
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6. 用語解説

 G4
– FAXは、情報を画像データとして読み取って画素（ドット）レベルに分解し、個々の画素を電気信号に変換するこ

とで、公衆回線を利用したデータデータ伝送を可能にしている。受信されたデータは、電気信号から画素情報へ変
換され、1個の画像データとして再現され、印刷される。

– 一般に、FAXを送受信するには専用の装置を用いるが、FAX通信ソフトを用いればパソコンからFAXを利用するこ
ともできる。パソコンからアナログ回線でFAX通信する「G3」（Group 3）規格や、同じくISDN回線でFAX通信
する「G4」（Group 4）規格などがある。FAX通信ソフトの代表的なものとしては「まいとーく」などがある。

 Packed Bits
– パックビット圧縮方式は、一般的な用途の単純なバイト指向のランレングス・エンコーディング方式として、

Apple Computer社が開発しました。 この方式はPICTイメージ・フォーマットで使用され、TIFFイメージでもサ
ポートされています。 他のランレングス・エンコーディング方式と同様に、この圧縮形式を非常に複雑なイメージ
に使用すると、データ・サイズが大きくなる場合があります。

（注）ランレングス符号化とは、主に画像データの圧縮に用いられる符号化方式の一種で、連続する同一の値を「色
×回数」という列の長さ（run-length）の情報に置き換える方式のことである。
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